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(57)【要約】
【課題】　患者に関する医療パラメーターをモニタリン
グ及び表示するための方法、システム、及びデバイスを
提供する。
【解決手段】　一実施形態では、ディスプレイは、患者
から測定されている生理的パラメーターに関連する情報
を含むディスプレイスクリーンを示すように構成され得
る。該情報は、ある期間にわたって患者から収集される
生理的パラメーターの値の傾向を含み得る。ディスプレ
イスクリーンはまた、該患者のための１つ又は２つ以上
の診断パラメーターに関する評価情報と、患者に関連し
て発生する１つ又は２つ以上の医学的関連事象に関する
通知情報と、を示し得る。傾向情報、評価情報、及び通
知情報は、単独で又は任意の組み合わせでディスプレイ
スクリーン上に示され得る。
【選択図】　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　システムであって、
　ディスプレイスクリーンと、
　プロセッサと、
　を備え、前記プロセッサが、
　ある期間にわたって患者から測定される複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する
複数の値を受信することと、
　前記ディスプレイスクリーン上に、複数のウィンドウを表示させることであって、前記
複数のウィンドウが、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと
、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示し、前記傾向線のそれ
ぞれが、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、前記期間にわたる前記生理的
パラメーターの前記値を示唆する、傾向ウィンドウと、を含む、複数のウィンドウを表示
させることと、
　時間標識を前記傾向ウィンドウ上に表示させることであって、前記傾向線のそれぞれに
対する前記時間標識の位置が、前記期間内の選択された時間を示唆する、時間標識を前記
傾向ウィンドウ上に表示させることと、
　前記選択された時間における前記複数の生理的パラメーターのそれぞれの値を示唆する
評価ウィンドウを、前記ディスプレイスクリーン上に表示させることと、
　を行うように構成される、システム。
【請求項２】
　前記標識が、前記傾向線のそれぞれに沿って同時に移動可能である、請求項１に記載の
システム。
【請求項３】
　前記プロセッサが、前記傾向ウィンドウ上に通知標識を示させるように構成され、前記
通知標識が、前記患者に関連する医学的関連事象が発生した時間に対応する、前記期間内
のポイントに配置される、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記通知標識が、ユーザによって手動で入力されるように構成される、請求項３に記載
のシステム。
【請求項５】
　前記通知標識が、自動的に発生する事象に応答して自動的に追加されるように構成され
る、請求項３に記載のシステム。
【請求項６】
　前記プロセッサが、ユーザが、前記複数の生理的パラメーターのうちのどの１つ又は２
つ以上が前記傾向ウィンドウに並行して表示されるかを選択することを可能にするように
構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記プロセッサが、ユーザが前記時間標識の前記位置における前記傾向線のうちの任意
の１つを選択することに応答して、前記ディスプレイスクリーン上に、詳細傾向ウィンド
ウを表示させるように構成され、前記詳細傾向ウィンドウが、前記選択された時間を含む
第２の期間にわたる前記選択された傾向線の一部分のより詳細なバージョンを示し、前記
第２の期間が、前記期間より短い、請求項１に記載のシステム。
【請求項８】
　前記プロセッサが、前記評価ウィンドウを、前記傾向ウィンドウと並行して前記ディス
プレイスクリーン上に表示するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記プロセッサが、前記プロセッサへのユーザ入力に応答して、前記ディスプレイスク
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リーン上に、前記傾向ウィンドウと並行して前記評価ウィンドウを表示するのみであるよ
うに構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記プロセッサが、前記ディスプレイスクリーン上に、前記複数のウィンドウのそれぞ
れを並行して表示するように構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記プロセッサが、一度に前記複数のウィンドウのうちの選択された１つ又は２つ以上
を表示するように構成され、前記表示される１つ又は２つ以上のウィンドウが、前記複数
のウィンドウの中からユーザ選択される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記プロセッサが、ユーザが、前記期間の長さを反復して変更することを可能にするよ
うに構成される、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記複数のウィンドウがまた、前記期間を越えて前記生理的パラメーター値のそれぞれ
に対して予測される将来値を表示する将来ウィンドウも含み、前記プロセッサが、前記測
定される値に基づいて、前記予測される将来値を算出するように構成される、請求項１に
記載のシステム。
【請求項１４】
　前記複数の生理的パラメーターが、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）、平均動
脈圧（ＭＡＰ）、酸素飽和度（ｐＯ２）、心拍数、及び体温のうちの少なくとも２つを含
む、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　患者に関連する医療情報を表示する方法であって、
　ある期間にわたって患者から測定される複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する
複数の値を受信することと、
　ディスプレイスクリーン上に複数のウィンドウを表示することであって、前記複数のウ
ィンドウが、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと
、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示す傾向ウィンドウであ
って、前記傾向線のそれぞれが、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、前記
期間にわたる前記生理的パラメーターの前記値を示唆する、傾向ウィンドウとを含む、複
数のウィンドウを表示することと、
　時間標識を前記傾向ウィンドウ上に表示することであって、前記傾向線のそれぞれに対
する前記時間標識の位置が、前記期間内の選択された時間を示唆する、時間標識を前記傾
向ウィンドウ上に表示することと、
　前記選択された時間における前記複数の生理的パラメーターのそれぞれの値を示唆する
評価ウィンドウを、前記ディスプレイスクリーン上に表示することと、
　を含む、方法。
【請求項１６】
　前記標識が、前記傾向線のそれぞれに沿って同時に移動可能である、請求項１５に記載
の方法。
【請求項１７】
　前記傾向ウィンドウ上に通知標識を示すことを更に含み、前記通知標識が、前記患者に
関連する医学的関連事象が発生した時間に対応する、前記期間内のポイントに配置され、
また前記通知標識が、ユーザによって手動で入力されるように、又は自動的に発生する事
象に応答して自動的に追加されるように構成される、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　前記複数の生理的パラメーターが、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）、平均動
脈圧（ＭＡＰ）、酸素飽和度（ｐＯ２）、心拍数、及び体温のうちの少なくとも２つを含
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む、請求項１５に記載の方法。
【請求項１９】
　有形コンピュータ可読媒体であって、実行されると請求項１５に記載の方法を実施する
プログラムを前記有形コンピュータ可読媒体上に記憶させた、有形コンピュータ可読媒体
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は概して、患者に関する医療パラメーターをモニタリング及び表示するための方
法、システム、及びデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　患者モニタリングは、様々な形態をとることが可能であり、また広範な生理的データを
収集することが可能である。かかるデータの表示は、何が表示され、どのように表示され
るかを含めて、医師及び看護師等の介護者がデータを解釈し、データに基づいて行動する
能力に影響し得る。例えば、頭蓋内圧（ＩＣＰ）は、外傷性脳損傷患者に対する標準的な
モニタリング様式である。医療ガイドラインは、頭蓋内圧に関する閾値を規定する場合が
ある。Ｂｒａｉｎ　Ｔｒａｕｍａ　Ｆｏｕｎｄａｔｉｏｎのガイドラインは、例えば、頭
蓋内圧が２．６～３．３ｋＰａ（２０～２５ｍｍＨｇ）を超えると、頭蓋内圧を低減する
ように臨床処置がなされるべきであることを示唆している。しかしながら、患者の生理、
モニタリングシステムノイズ、及び介護者によってなされる処置を含む多数の要因が、頭
蓋内圧に対する一時的変化を引き起こし得る。
【０００３】
　患者をモニタリングするために、介護者は典型的には、図１に示される、Ｃｏｄｍａｎ
　＆　Ｓｈｕｒｔｌｅｆｆ，Ｉｎｃ．（Ｒａｙｎｈａｍ，ＭＡ）から入手可能なＣｏｄｍ
ａｎ　ＩＣＰ　Ｅｘｐｒｅｓｓデバイス１００等の、モニタリングデバイスを使用する。
図示されるように、デバイス１００は、頭蓋内圧の表示と、頭蓋内圧に対する収縮期値及
び拡張期値、並びにアラームの表示と、を有する。介護者は、表示を見て、頭蓋内圧を確
認することができる。介護者はまた、カルテを使用することもでき、例えば、介護者は、
患者に関連付けられる事象をカルテに手動で記録することができる。
【０００４】
　現在のモニタリングデバイスに伴う１つの欠点は、デバイスが、限られた量の患者デー
タしか提供しないことである。したがって、介護者は、患者の治療に関する意思決定の基
準とするために、モニタリングデバイスからの患者の状態の限られた実体を有するのみで
ある。したがって、介護者にとって、例えば、紙ファイル等の他の患者記録を参照するた
めに追加の時間をとることなく、モニタリングデバイス上に表示される患者データに基づ
いて臨床的決定をなすことが、困難となり得る。この追加の時間をとることは、特に、例
えば、治療の遅れが損傷を大きく悪化させる、別の方法で、特に問題になる可能性のある
外傷性脳損傷患者に関わる状況等の救命救急状況において、患者治療に悪影響を及ぼす可
能性がある。更に、かかる考察は、頭蓋内圧だけでなく、他の生理的パラメーターに関与
する広範な患者モニタリング様式に対して当てはまる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　したがって、患者に関する医療パラメーターをモニタリング及び表示するための改善さ
れた方法、システム、及びデバイスに対する必要性が依然存在する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　患者に関する医療パラメーターをモニタリング及び表示するための方法、システム、及
びデバイスが提供される。一実施形態では、ディスプレイスクリーン及びプロセッサを含
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むシステムが提供される。プロセッサは、ある期間にわたって患者から測定される複数の
生理的パラメーターのそれぞれに対する複数の値を受信し、複数のウィンドウをディスプ
レイスクリーン上に表示させることを行うように構成される。複数のウィンドウは、複数
の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと、複数の生理
的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示す傾向ウィンドウと、を含む。傾向線のそ
れぞれは、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、該期間にわたる生理的パラ
メーターの値を示唆する。プロセッサはまた、時間標識を、傾向ウィンドウ上に表示させ
ることを行うように構成される。傾向線のそれぞれに対する時間標識の位置は、該期間内
の選択された時間を示唆する。プロセッサはまた、該選択された時間における複数の生理
的パラメーターのそれぞれの値を示唆する評価ウィンドウを、ディスプレイスクリーン上
に表示させることを行うように構成される。
【０００７】
　このシステムは、任意の数のやり方で変えることができる。例えば、標識は、傾向線の
それぞれに沿って同時に移動可能である。別の例として、プロセッサは、ユーザが、複数
の生理的パラメーターのうちのどれか１つ又は２つ以上が傾向ウィンドウに同時に表示さ
れるかを選択することを可能にするように構成され得る。また別の例として、プロセッサ
は、ユーザが時間標識の位置における傾向線のうちの任意の１つを選択することに応答し
て、詳細傾向ウィンドウをディスプレイスクリーン上に表示させるように構成され得る。
詳細傾向ウィンドウは、選択された時間を含む第２の期間にわたる選択された傾向線の一
部分のより詳細なバージョンを示し得る。第２の期間は、該期間より短くてよい。別の例
として、プロセッサは、評価ウィンドウを、傾向ウィンドウと並行してディスプレイスク
リーン上に表示するように構成されることができ、又はプロセッサは、プロセッサへのユ
ーザ入力に応答して、ディスプレイスクリーン上に、傾向ウィンドウと並行して評価ウィ
ンドウを表示するのみであるように構成され得る。また別の例として、プロセッサは、デ
ィスプレイスクリーン上に複数のウィンドウのそれぞれを同時に表示するように構成され
得る。別の例として、プロセッサは、一度に複数のウィンドウのうちの選択された１つ又
は２つ以上を表示するように構成され得る。表示された１つ又は２つ以上のウィンドウは
、複数のウィンドウの中からユーザ選択され得る。別の例として、プロセッサは、ユーザ
が、期間の長さを反復して変更することを可能にするように構成され得る。また別の例と
して、複数のウィンドウは、該期間を越えて生理的パラメーター値のそれぞれに対して予
測される将来値を表示する、将来ウィンドウを含み得る。プロセッサは、測定された値に
基づいて予測された将来値を算出するように構成され得る。
【０００８】
　複数の生理的パラメーターは、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）、平均動脈圧
（ＭＡＰ）、酸素飽和度（ｐＯ２）、心拍数、及び体温のうちの少なくとも２つを含み得
る。
【０００９】
　幾つかの実施形態では、プロセッサは、通知標識を傾向ウィンドウ上に示させるように
構成され得る。通知標識は、患者に関連する医学的関連事象が発生した時間に対応する、
期間内のポイントに配置される。通知標識は、ユーザによって手動で入力されるように構
成されることができ、又は通知標識は、自動的に発生する事象に応答して自動的に追加さ
れるように構成されることができる。
【００１０】
　別の態様では、ある期間にわたって患者から測定される複数の生理的パラメーターのそ
れぞれに対する複数の値を受信することと、ディスプレイスクリーン上に複数のウィンド
ウを表示することと、を含む方法が、一実施形態において提供される。複数のウィンドウ
は、複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと、複
数の生理的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示す傾向ウィンドウと、を含む。傾
向線のそれぞれは、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、該期間にわたる生
理的パラメーターの値を示唆する。該方法はまた、時間標識を傾向ウィンドウ上に表示す



(6) JP 2014-179091 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

ることを含む。傾向線のそれぞれに対する時間標識の位置は、該期間内の選択された時間
を示唆する。該方法はまた、選択された時間における複数の生理的パラメーターのそれぞ
れの値を示唆する評価ウィンドウを、ディスプレイスクリーン上に表示することを含む。
【００１１】
　この方法は、任意の数のバリエーションを有することができる。例えば、標識は、傾向
線のそれぞれに沿って同時に移動可能である。別の例として、該方法は、通知標識を傾向
ウィンドウ上に示すことを含む。通知標識は、患者に関連する医学的関連事象が発生した
時間に対応する、期間内のポイントに配置される。通知標識は、ユーザによって手動で入
力されるように、又は自動的に発生する事象に応答して自動的に追加されるように構成さ
れ得る。
【００１２】
　複数の生理的パラメーターは、ＩＣＰ、ＣＰＰ、ＭＡＰ、ｐＯ２、心拍数、及び体温の
うちの少なくとも２つを含み得る。
【００１３】
　別の態様では、有形コンピュータ可読媒体上に記憶されたプログラムを有する、有形コ
ンピュータ可読媒体が提供される。プログラムは、実行されると、該方法を実施し得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
　本発明は、以下の詳細な説明を付属の図面と併せ読むことでより完全な理解がなされる
であろう。
【図１】モニタリングデバイスの概略図である。
【図２】デバイスのディスプレイ上にユーザインターフェースを提供するための、デバイ
スの一実施形態の概略図である。
【図３】医療モニタリングシステムの傾向ウィンドウの一実施形態であり、該傾向ウィン
ドウは、傾向期間にわたる複数の生理的パラメーターに関する傾向情報、現在の期間にわ
たる複数の生理的パラメーターに関する現在データ、及び該傾向期間にわたる評価情報を
示している。
【図４】図３のシステムの優先ウィンドウの一実施形態である。
【図５】生理的パラメーターのサブセットに関する傾向情報及び現在データ情報を含む、
図３の傾向ウィンドウを示す。
【図６】生理的パラメーターの別のサブセットに関する傾向情報及び現在データ情報を含
む、図３の傾向ウィンドウを示す。
【図７】生理的パラメーターの別のサブセットに関する傾向情報及び現在データ情報を含
む、図３の傾向ウィンドウを示す。
【図８】生理的パラメーターのまた別のサブセットに関する傾向情報及び現在データ情報
を含む、図３の傾向ウィンドウを示す。
【図９】生理的パラメーターの別のサブセットに関する傾向情報及び現在データ情報を含
む、図３の傾向ウィンドウを示す。
【図１０】別の傾向期間に関する図３の傾向ウィンドウを示す。
【図１１】また別の傾向期間に関する図３の傾向ウィンドウを示す。
【図１２】生理的パラメーターのうちの１つに対する認識されたアラームを含む、図３の
傾向ウィンドウを示す。
【図１３】少なくとも１つの詳細傾向ウィンドウを含む、図３の傾向ウィンドウを示す。
【図１４】少なくとも１つの詳細傾向ウィンドウを含む、図１０の傾向ウィンドウを示す
。
【図１５】少なくとも１つの詳細傾向ウィンドウを含む、図１１の傾向ウィンドウを示す
。
【図１６】少なくとも１つの詳細傾向ウィンドウを含む、図６の傾向ウィンドウを示す。
【図１７】傾向情報、複数の生理的パラメーターに関する現在の期間にわたる現在データ
、及び傾向期間にわたる通知情報を含む、図３の傾向ウィンドウを示す。
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【図１８】医療モニタリングシステムが脱ドッキングされたときの、図３の傾向ウィンド
ウを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本明細書で開示されるデバイス並びに方法の構造、機能、製造、及び使用の原理の全体
的な理解が与えられるよう、特定の例示的実施形態について以下に説明する。これらの実
施形態の１つ又は２つ以上の例を添付図面に示す。当業者であれば、本明細書に詳細に述
べられ、添付の図面に示されるデバイス及び方法は非限定的な例示的実施形態であり、本
発明の範囲は特許請求の範囲によってのみ定義されることは認識されるところであろう。
１つの例示的な実施形態との関連において例示又は説明された特徴は、他の実施形態の特
徴と組み合わせることができる。このような修正及び変形は、本発明の範囲に含まれるこ
とが意図される。
【００１６】
　更に、本開示においては、各実施形態の同様の参照符合を付した要素は同様の特徴部を
有するものであり、したがって特定の実施形態において、同様の参照符合を付したそれぞ
れの要素のそれぞれの特徴について必ずしも完全に説明することはしない。加えて、直線
状又は円形の寸法が、開示されたシステム、デバイス、及び方法の説明で使用される限り
において、このような寸法は、このようなシステム、デバイス、及び方法と共に使用され
得る形状のタイプを限定しようとするものではない。当業者であれば、任意の幾何学的形
状についてこうした直線的及び円形の寸法に相当する寸法を容易に決定することが可能で
ある点は認識されるところであろう。システム及びデバイス、並びにその構成成分の寸法
及び形状は、少なくとも、そこでシステム及びデバイスが使用されるであろう被験者の解
剖学的構造、それと共にシステム及びデバイスが使用されるであろう構成成分の寸法及び
形状、並びにそこでシステム及びデバイスが使用されるであろう方法及び手順に基づくこ
とができる。
【００１７】
　患者に関する医療パラメーターをモニタリング及び表示するための方法、システム、及
びデバイスが提供される。広くは、方法、システム、及びデバイスは、例えば、患者が、
病院、又は患者の状態が定期的な観察を要する他の医療設備で治療されるとき等に、患者
のモニタリングを容易にし得る。方法、システム、及びデバイスは、患者の１つ又は２つ
以上の生理的パラメーターの表示及びモニタリングを可能にし得る。このモニタリング及
び表示は、医師の評価を必要とする可能性がある、及び／又は、例えば、薬剤（単数又は
複数）の投与、酸素の投与、埋め込まれた医療デバイスの１つ又は２つ以上の設定の調節
、持ち上げた手足の位置の調節、追加の水分補給、別の病院組織への移動等、患者の処置
の調節を必要とする可能性がある、患者の状態における変化の特定を容易にし得る。概し
て、当業者によって理解されるであろう通り、患者の状態における変化がより早期に検出
され得ればされ得るほど、医療関係者が、変化を評価し、効率的に対処するための時間を
より多く有し得る。本明細書に説明される方法、システム、及びデバイスは、患者の状態
における変化の迅速な検出及び特定を容易にすることができ、それによって、患者の迅速
で効率的な治療を容易にすることができる。
【００１８】
　一実施形態では、ディスプレイは、患者から測定されている生理的パラメーターに関連
する情報を含むディスプレイスクリーンを示すように構成され得る。該情報は、ある期間
にわたって患者から収集される生理的パラメーターの値の傾向を含み得る。ディスプレイ
スクリーンは、複数の生理的パラメーターに対する傾向を同時に表示することができ、そ
れによってパラメーターの比較及び患者の状態の評定を容易にする。どの生理的パラメー
ターの傾向がディスプレイスクリーン上に同時に表示されるかは、選択的に調節されるこ
とができ、それによって異なるパラメーターの互いとの比較を容易にする。ディスプレイ
スクリーンはまた、該患者のための１つ又は２つ以上の診断パラメーターに関する評価情
報と、患者に関連して発生する１つ又は２つ以上の医学的関連事象に関する通知情報と、
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を示し得る。傾向情報、評価情報、及び通知情報は、単独で又は任意の組み合わせでディ
スプレイスクリーン上に示され得る。評価情報が、傾向情報と同時にディスプレイスクリ
ーン上に示される場合、評価情報と傾向情報とはそれぞれ、ディスプレイスクリーン上で
互いに時間整列され得る。この時間整列は、様々な傾向における任意の変化に対する理由
の特定を容易にし得る。同様に、通知情報が、傾向情報と同時にディスプレイスクリーン
上に示される場合、通知情報と傾向情報とはそれぞれ、ディスプレイスクリーン上で互い
に時間整列され得、それは様々な傾向における任意の変化に対する理由の特定を容易にし
得る。
【００１９】
　生理的パラメーターは、当業者によって理解されるであろう通り、患者からモニターさ
れ得る任意の１つ又は２つ以上の変数を含み得る。ディスプレイスクリーンが、複数の生
理的パラメーターに対する現在値を示す場合、ディスプレイスクリーンは、生理的パラメ
ーターの各々がそれ自体の所定の範囲内にあるかを示唆することができ、例えば、生理的
パラメーターのいずれかがその関連付けられる所定の範囲から逸脱する場合、アラームを
トリガすることができる。患者からモニターされる１つ又は２つ以上の生理的パラメータ
ーは、医療文脈（例えば、神経学的、心臓性、新生児性等）、入手可能な供給物、医師の
選好等の１つ又は２つ以上の要因に応じて変動し得る。生理的パラメーターの例としては
、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、平均動脈圧（ＭＡＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）、例えば、脳組織中
の酸素飽和度（ＰｂＯ２）等の酸素飽和度（ｐＯ２）（例えば、侵襲性酸素センサ又はパ
ルスオキシメーターを用いて獲得され得る）、心拍数、体温、圧力反応性指数（pressure
 reactivity index）（ＰＲｘ）、圧力－容積補償留保（pressure-volume compensatory 
reserve）（ＲＡＰ）指数、埋め込み可能な制限デバイス（例えば、胃バンド等）内の流
体圧力、埋め込み可能な弁（例えば、脳シャント弁等）を通る流速、胃ｐＨレベル、ＥＥ
Ｇ、組織インピーダンス等が挙げられる。神経学的文脈では、例示的なモニターされる生
理的パラメーターとしては、ＩＣＰ、ＣＰＰ、ＭＡＰ、ＰｂＯ２、心拍数（ＨＲ）、及び
脳温度（Ｔｂ）が挙げられる。
【００２０】
　本明細書に説明される表示は、例えば、モニタリングデバイス、パーソナルコンピュー
タ、ワークステーション、ハンドヘルドコンピュータ、タブレットコンピュータ、スマー
トフォン、又は他のコンピュータデバイス等の、実質上任意のデバイスの一部として実現
され得る。デバイスは、患者から生理的データを収集するように構成される１つ又は２つ
以上のセンサからデータを受信することと、センサデータを所定の範囲と比較することと
等を行うように構成される、処理回路を含み得る。当業者に理解されるであろうように、
例えば、陰極線管（ＣＲＴ）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）スクリーン、タッチスクリー
ン等の広範なディスプレイが、処理回路から受信される信号に応答してスクリーンを表示
するように構成され得る。更に、広範なソフトウェアパッケージが、デバイス上で実行さ
れることができ、並びに／又はスクリーン及び他の要素を開発するために使用されること
ができ、例えば、Ｆｌａｓｈ　Ｍａｃｒｏｍｅｄｉａ若しくはカスタムソフトウェア等が
挙げられる。
【００２１】
　図２は、情報を示すように構成されるディスプレイスクリーンを含み得るデバイス（例
えば、医療モニタリングデバイス）の例示的実施形態を示す。デバイス２００は、本明細
書に説明されるもの等のスクリーンを示すように構成される、１つ又は２つ以上のディス
プレイ２０２を含み得る。ディスプレイ（単数又は複数）２０２は、処理回路２０４から
信号を受信するように構成されることができ、それはプロセッサ、ビデオカード、及び／
又は実質的に任意の種類の電子回路を含み得る。処理回路２０４は、例えば、ユーザ入力
を表す、１つ又は２つ以上の入力デバイス２０６からのデータ、及び／又は１つ又は２つ
以上の検知デバイス２０８からのデータに応答して、ソフトウェアを実行して、適切なス
クリーンを描くように構成され得る。入力デバイス（単数又は複数）２０６は、ポインテ
ィングデバイス、キーボード、ボタン、マイクロフォン、ソフトキー、タッチスクリーン
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等、デバイス２００に入力を提供するように構成されるデバイスを含み得る。入力デバイ
ス（単数又は複数）２０６は、デバイスインターフェース２１０を介して処理回路２０４
に通信可能に連結されるように構成され得る。検知デバイス（単数又は複数）２０８は、
生理的パラメーターを検知及び報告するように構成されるデバイスを含み得る。検知デバ
イス（単数又は複数）２０８の例としては、ＩＣＰトランデューサ、温度計、血圧モニタ
ー、パルスオキシメーター、誘発電位等が挙げられる。検知デバイス（単数又は複数）２
０６は、デバイスインターフェース２１２を介して処理回路２０４に通信可能に連結され
るように構成され得る。メモリ２１４は、処理回路２０４に連結されるように構成され、
また例えば、モニタリングソフトウェア、検知デバイス（単数又は複数）２０８からのデ
ータ、所定の範囲、患者データ等のデータを記憶するように構成され得る。デバイス２０
０は、例えば、視覚アラーム、聴覚アラーム、テキストアラーム等の、アラームを提供す
るように構成されるアラーム機構２１６を含み得る。
【００２２】
　例示的実施形態では、デバイス２００の筐体２１８は、ディスプレイ（単数又は複数）
２０２、メモリ２１４、アラーム２１６、処理回路２０４、及びインターフェース２１０
、２１２を、例えば、その中に配置して、並びに／又はそれに装着させて、収納し得る。
この方式では、デバイス２００は、内蔵型ユニットである。したがってデバイス２００は
持ち運び可能で、無線であり、及び／又は様々な異なる場所の有線電源に容易に接続可能
である。筐体２１８に含まれる要素は、可変である。例えば、図２には、例えば、ディス
プレイ（単数又は複数）２０２、メモリ２１４、アラーム２１６、処理回路２０４、イン
ターフェース２１０、２１２がその中に配置された筐体２１８には含まれず、分離したデ
バイスとして示されているが、入力デバイス２０６及び検知デバイス２０８は、例えば、
筐体２１８に含まれて、デバイス２００内に統合されてもよい。それに加えて、ディスプ
レイ（単数又は複数）２０２は、図２では、例えば、筐体２１８に装着されてデバイス２
００と一体化されて示されているが、ディスプレイ（単数又は複数）２０２のうちの１つ
又は２つ以上は、デバイス２００から分離されてもよい。
【００２３】
　図３は、患者に関連する医療情報を表示するように構成されるモニタリングデバイスの
ディスプレイスクリーン３００の例示的実施形態を示す。ディスプレイスクリーン３００
は概して、医療モニタリングシステムのユーザインターフェースとして構成され得る。デ
ィスプレイスクリーン３００は、複数のスクリーンタイプタブを含むことができ、スクリ
ーンタイプタブのそれぞれは、患者に関連する情報の特定の種類又は配列に対応する。デ
ィスプレイスクリーンは、患者に関連する情報の１つの種類又は配列のみを示すのみであ
るように構成され得、その場合、ディスプレイスクリーンはスクリーンタイプタブを欠き
得る。スクリーンタイプタブのそれぞれは、スクリーンタイプタブの対応する情報の種類
又は配列を表示するように、ユーザによって選択されるように構成され得る。例証される
実施形態では、ディスプレイスクリーン３００は、モニタータブ３０２、ハイブリッドタ
ブ３０４、傾向タブ３０６、及び将来タブ３０８を含むが、ディスプレイスクリーン３０
０は、４つより多い又は少ないタブを含み得る。図３では、傾向タブ３０６が選択され、
傾向ウィンドウ３１０がディスプレイスクリーン３００上に示されている。モニター、ハ
イブリッド、及び将来タブ３０２、３０４、３０８は各々、後述される通り、それぞれ、
ハイブリッドウィンドウ、傾向ウィンドウ、及び将来ウィンドウをディスプレイスクリー
ン３００上に示すように選択され得る。
【００２４】
　ディスプレイスクリーン３００は、広範な他の機能を含むことができ、また広範な他の
データを表示することができる。ディスプレイスクリーン３００は、タブ３０２、３０４
、３０６、３０８のうちのどれが現在選択されているかに関わらず、ディスプレイスクリ
ーン３００上にあるように構成される１つ又は２つ以上の静的機能を含み得る。例えば、
ディスプレイスクリーン３００は、（例えば、氏名、番号、コード等によって）患者を特
定する患者識別番号ウィンドウ３５４、ユーザによって起動され、技術的補助（例えば、
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ユーザマニュアルへのアクセス、よくある質問と回答を検索する機能等）を提供するよう
に構成される、ヘルプボタン３５６、パラメーターのうちの選択された異なるものとの比
較のために有利であり得る、ユーザによって起動され、現在表示されているウィンドウ（
図３では、傾向ウィンドウ３１０である）上に示されるパラメーターの並べ替えを可能に
するように構成される、分類ボタン３５８、ユーザによって起動され、患者に関する履歴
的検知データ及び／又は他の患者記録を提供するように構成される、履歴ボタン３６０、
ユーザによって起動され、現在表示されているウィンドウ又はその部分（単数又は複数）
を印刷する（例えば、装着されたプリンタ、又は医療モニタリングデバイス内に一体化さ
れたプリンタへ印刷する）能力を提供するように構成される、印刷ボタン３６４、現在デ
ータ／時間インディケータ３６６、デバイスが外部電源に接続されているかどうかを示唆
する電源コネクタ３６８、モニタリングデバイス内に含まれる電池の現在の充電を示唆す
る充電インディケータ３７０、デバイスがドッキングステーション（例えば、ベッドサイ
ドドッキングステーション等）にドックされているかどうかを示唆するドッキングインデ
ィケータ３７２等のうちの、任意の１つ又は２つ以上を含み得る。履歴的検知データを提
供することの実施形態及び事象を作製することの実施形態は、２００７年６月２７日に出
願された「Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ」と題され
た米国特許公開第２００９／０００５７０３号により詳細に説明され、その全体は参照に
より本明細書に援用される。１つ又は２つ以上の静的機能は、例えば、充電インディケー
タ３７０が、電池充電が低い場合にのみ現れるように構成される等、トリガ事象に応答し
て傾向ウィンドウ３１０上に示されるのみであるようであり得る。
【００２５】
　傾向ウィンドウ３１０の、ディスプレイスクリーン３００上に示され得る他のウィンド
ウに関する、様々なウィンドウ、シンボル、テキスト、アイコン等の相対的寸法及び場所
は、本質的に例示的である。当業者は、ディスプレイスクリーン３００の様々なウィンド
ウ、シンボル、テキスト、アイコン等のうちの任意のものは、実質上任意の寸法及び実質
上任意の場所を有し得ることを理解するであろう。
【００２６】
　現在データウィンドウ３１２は、１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する現在
情報を示すように構成され得る。例証される実施形態では、現在データウィンドウ３１２
は、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、「ＩＣＰ　２」及び「ＥＶＤ」として様々に示される
脳室ドレナージ（ＥＶＤ）ＩＣＰ（例えば、ＥＶＤシステムに接続された外部流体連結セ
ンサを用いて実施されるＩＣＰ測定）、ＣＰＰ、ＰｂＯ２、並びにＴｂに対する現在情報
を示すが、上述の通り、任意の１つ又は２つ以上のパラメーターが、モニターされ及び／
又は算出されることができ、また生理的パラメーターに基づく任意の１つ又は２つ以上の
種類の現在値に対する情報が、現在データウィンドウ３１２上に示され得る。生理的パラ
メーターのそれぞれに対して表示される現在情報は、当業者によって理解されるであろう
通り、例えば、Ｃｏｄｍａｎ　Ｍｉｃｒｏｓｅｎｓｏｒ　ＩＣＰ　Ｔｒａｎｓｄｕｃｅｒ
（Ｃｏｄｍａｎ　＆　Ｓｈｕｒｔｌｅｆｆ，Ｉｎｃ．（Ｒａｙｎｈａｍ，ＭＡ）から入手
可能）を介して、Ｉｎｔｅｇｒａ　Ｃａｍｉｎｏ（登録商標）ＩＣＰ　Ｔｒａｎｓｄｕｃ
ｅｒ（Ｉｎｔｅｇｒａ　ＬｉｆｅＳｃｉｅｎｃｅｓ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ（Ｐｌａｉ
ｎｓｂｏｒｏ，ＮＪ）から入手可能）を介して、血圧モニターを介して、患者に装着され
た温度センサを介して等、種々の方法の任意のものにおいてモニタリングデバイスによっ
て受信されるデータに基づくことができる。
【００２７】
　生理的パラメーターのそれぞれに対して、現在データウィンドウ３１２は、現在のパラ
メーター情報のテキスト表示及び／又は現在のパラメーター情報のグラフ表示を示すよう
に構成され得る。例証される実施形態では、現在データウィンドウ３１２は、ＩＣＰテキ
スト表示３１４、ＭＡＰ／ＢＰテキスト表示３１６、ＨＲテキスト表示３１８、ＥＶＤ　
ＩＣＰに対するテキスト表示３２２、ＣＰＰに対するテキスト表示３２６、ｐｂＯ２に対
するテキスト表示３２８、及びＴｂに対するテキスト表示３３０を含む。生理的パラメー
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ターのうちのどれか１つ又は２つ以上が、テキスト表示のみを有する、グラフ表示のみを
有する、又はテキスト表示とグラフ表示との双方を有するかは、例えば、表示をタッチス
クリーン上にドラッグ又はドロップすることによって、ユーザ調節され得る。
【００２８】
　各生理的パラメーターに対する現在情報のテキスト表示は、現在の期間にわたる生理的
パラメーターに関する数的データを含むことができ、また各生理的パラメーターに対する
グラフ表示は、現在の期間にわたる数的データのグラフ図を含むことができる。現在の期
間は、例えば、プロセッサに事前にプログラムされた、デフォルトの事前にプログラムさ
れた期間であり得る所定の量の時間であることができ、又は特定の患者に対してカスタマ
イズされることができる。現在の期間は、例えば、約５～６０秒の範囲内、約５～１０秒
の範囲内、一回の心拍、患者の最近の数回の心拍等であり得る。現在の期間は、調節可能
であり得る。幾つかの実施形態では、この種のユーザ入力を受信するために、医療モニタ
リングデバイスは、タッチスクリーン、キーパッド、タッチパッド、ポインティングデバ
イス、マウス、ボタン、ノブ、ダイヤル等の入力デバイスを含む、又はそれらに連結され
るように構成されることができる。ディスプレイスクリーン３００は、後述に更に述べら
れるように、例えば、ユーザが、メインメニューボタンを起動する、現在データウィンド
ウ３１２内に含まれるテキスト表示のうちの１つを起動すると、現在の期間が調節される
ことを可能にするように構成される、タッチスクリーンを含み得る。現在の期間の調節は
、例えば、異なる期間にわたるパラメーターの追跡を必要とし得るプロトコル等、様々な
臨床プロトコルを可能にし得る。様々な生理的パラメーターに対する傾向期間、将来の期
間、正常範囲、及び目標範囲は、後述で更に論じられる通り、同様に調節され得る。
【００２９】
　議論を容易にするため、ＩＣＰに対するテキスト表示３１４を、現在データウィンドウ
３１２内に示される生理的パラメーターに対するテキスト表示の例示的な例として、以下
に述べる。現在データウィンドウ３１２内に示される他の生理的パラメーターに対するテ
キスト表示は、同様に構成され得る。それに加えて、ＩＣＰは、現在データウィンドウに
ｋＰａの単位で４１．５と示されている（ｍｍＨｇ単位で３１２）が、ＩＣＰは、任意の
適切な単位で任意のウィンドウ上に表示され得る。同様に、他の生理的パラメーターは、
任意の適切な単位で表示され得る。
【００３０】
　テキスト表示３１４は、ＩＣＰをテキストで及び／又は絵的に表し得る。例証される実
施形態では、テキスト表示３１４は、受信されたＩＣＰ値に基づく現在値を含む。現在値
は、現在の平均（例えば、現在の平均頭蓋内圧）を含む現在の期間中に収集されたＩＣＰ
値の平均と、現在の平均に対する目標範囲と、を含む。現在値の例としては、収集された
値の平均値、算出された指数（例えば、ピーク収集値の平均値、収集された値の変化率の
平均値等）の平均値、収集された値の中央値、収集された値の変化率、相関（例えば、Ｐ
Ｒｘ、圧力ＲＡＰ指数、自己相関、自己相関の平均値等）、収集された値内の最大値、収
集された値内の最小値、二乗平均平方根値（ＲＭＳ）、ピークピーク値等が挙げられる。
生理的パラメーターに関連する現在情報を表示することの種々の実施形態は、２０１３年
３月１４日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ａｎｄ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　
Ｆｏｒ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｐａ
ｒａｍｅｔｅｒｓ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」と題された米国出願第１３／８０３，
６６７号に更に詳細に述べられており、その全体は参照により本明細書に援用される。
【００３１】
　現在値は、テキストで及び／又はグラフで示され得る。例証される実施形態では、現在
の平均は、数的値３３４にテキストで示される。例証される実施形態における平均ＩＣＰ
値は、１．３ｋＰａ（１０ｍｍＨｇ）である。当業者によって理解されるであろう通り、
傾向ウィンドウ３１０上に示される数的値３３４は、正確な平均値であることができ、又
は例えば、（例証される実施形態におけるように）最も近い整数に四捨五入した、少数第
１位で四捨五入した、少数第２位で四捨五入した等、四捨五入した値であることができる
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。
【００３２】
　目標範囲は、テキストで及び／又はグラフで示され得る。例証される実施形態では、目
標範囲は、目標範囲の所定の上限に対応する目標上限と、目標範囲の所定の下限に対応す
る目標下限と共にテキストで示される。例として、ＩＣＰに対する所定の目標範囲は、約
０．６７～１．９ｋＰａ（５～１５ｍｍＨｇ）であることができ、ＣＰＰに対する所定の
目標範囲は、約９．３～１１．９ｋＰａ（７０～９０ｍｍＨｇ）であることができ、Ｔｂ
に対する所定の目標範囲は、約３６．５～３７．１℃であることができ、またＭＡＰに対
する所定の目標範囲は、約１０．６～１３．３ｋＰａ（８０～１００ｍｍＨｇ）であるこ
とができる。例証される実施形態では、ＩＣＰに対する目標上限は１．８ｋＰａ（１４ｍ
ｍＨｇ）、またＩＣＰに対する目標下限は１．０６ｋＰａ（８ｍｍＨｇ）であり、ＭＡＰ
／ＢＰに対する目標上限は１６．６ｋＰａ（１２５ｍｍＨｇ）、またＭＡＰ／ＢＰに対す
る目標下限は１３．０６ｋＰａ（９８ｍｍＨｇ）であり、ＥＶＤ　ＩＣＰに対する目標上
限は２．５ｋＰａ（１９ｍｍＨｇ）、またＥＶＤ　ＩＣＰに対する目標下限は１．０６ｋ
Ｐａ（８ｍｍＨｇ）である。目標範囲は、例えば、目標範囲がそのパラメーター（単数又
は複数）に対して未だ入力されていない場合、１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに
対して表示されなくてもよい。生理的パラメーターに対する目標範囲の種々の実施形態は
、２０１３年３月１４日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ａｎｄ　Ｄｅ
ｖｉｃｅｓ　Ｆｏｒ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｍｅｄｉ
ｃａｌ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」と題された米国出願第１
３／８０３，６６７号に更に詳細に述べられる。
【００３３】
　現在データウィンドウ３１２は、例えば、期間調節、特定の生理的パラメーターに対し
てテキスト及び／又はグラフ表示を示すかどうか等のシステム優先の変更を容易にするこ
とと、特定の生理的パラメーターに対する所定の正常範囲を調節することと、生理的パラ
メーターに関連付けられる検知デバイスからのデータ収集を開始又は停止すること等を行
うように構成される、メニュー機能を含み得る。例として、ＩＣＰに対する典型的な正常
範囲は、約０～２．６ｋＰａ（０～２０ｍｍＨｇ）であり、ＣＰＰに対する典型的な正常
範囲は、約５０～１９．９ｋＰａ（１５０ｍｍＨｇ）であり、Ｔｂに対する典型的な正常
範囲は、約３６～３７．５℃であり、またＭＡＰに対する典型的な正常範囲は、約９．３
～１４．６ｋＰａ（７０～１１０ｍｍＨｇ）である。一実施形態では、メニュー機能は、
例えば、タッチスクリーン上でタッチされることと、ポインティングデバイスを用いてク
リックされることと等、ユーザによって起動されるように構成される、メニューボタン（
図示無し）を含み得る。別の実施形態では、それぞれＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＥＶ
Ｄ　ＩＣＰ、ＣＰＰ、ｐｂＯ２、及びＴｂに対するテキスト表示３１４、３１６、３１８
、３２２、３２６、３２８、３３０のそれぞれは、例えば、ユーザによって起動されるよ
うに構成されるボタン等のユーザ選択可能なボタンとして構成され得る。現在データウィ
ンドウ３１２内のテキスト表示３１４、３１６、３１８、３２２、３２６、３２８、３３
０のうちの１つを選択することは、テキスト表示３１４、３１６、３１８、３２２、３２
６、３２８、３３０のうちの選択された１つに関連付けられる生理的パラメーターに対し
て優先ウィンドウが現れるようにし得る。
【００３４】
　図４は、現在データウィンドウ３１２内のテキスト表示３１４、３１６、３１８、３２
２、３２６、３２８、３３０のうちの１つの選択に応じて現れるように構成され得る、優
先ウィンドウ３１３の実施形態を示す。この例証される例では、ＩＣＰに対するテキスト
表示３１４が選択されている。優先ウィンドウ３１３は、当業者によって理解されるであ
ろう通り、様々な設定の変更を容易にするような多様な構成を有し得る。例えば、種々の
変更可能な設定（図示無し）が、例えば、テキスト入力欄、選択可能ラジオボタン、チェ
ックボックス等の任意の１つ又は２つ以上の優先設定機構を用いて、優先ウィンドウ３１
３の本体３１５内に現れ得る。
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【００３５】
　再び図３を参照すると、傾向ウィンドウ３１０は、傾向期間内の１つ又は２つ以上の生
理的パラメーターに対する情報を示すように構成され得る。実質上、任意の期間が傾向期
間として使用され得るが、例示的実施形態では、傾向期間は、例えば、１５分、３０分、
９０分、１００分等、現在の期間より長くあり得る。幾つかの実施形態では、傾向期間は
、数時間、数日、又はそれ以上であり得る。傾向期間は、現在の期間に完全に先行するこ
とができ、又は現在の期間と少なくとも部分的に重なることができる。幾つかの実施形態
では、傾向期間は、特定の生理的パラメーターの要件に対応し得る。例えば、傾向期間は
、ＩＣＰモニタリングに関連する期間に対応し、それによって介護者がこの傾向期間を再
調査することを可能にし得る。現在の期間に関して上述したものと同様に、傾向期間は、
例えば、プロセッサに事前にプログラムされた、デフォルトの事前にプログラムされた期
間であり得る所定の量の時間であることができ、又は特定の患者に対してカスタマイズさ
れることができる。
【００３６】
　傾向期間は、現在の期間に関して上述したものと同様に、調節可能であり得る。ディス
プレイスクリーン３００は、所定の傾向期間のユーザ選択を容易にするように構成される
、傾向時間調節機構を含み得る。一実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、例えば、異
なる傾向期間が選択され得る優先ウィンドウを提供することによって、傾向期間の選択を
可能にするように起動されるように構成される、傾向優先ボタン（図示無し）を含み得る
。例証される実施形態におけるように、傾向時間調節機構は、複数の選択可能な傾向時間
ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇを含む
ように構成される、傾向時間ウィンドウ３１１を含み得る。傾向時間ウィンドウ３１１は
、例証される実施形態におけるように、傾向ウィンドウ３０６の一部分として含まれ得る
。傾向時間ウィンドウ３１１はまた、後述で更に述べられる、詳細な期間の選択を可能に
するように構成される、詳細期間ボタン３３６を含み得る。
【００３７】
　傾向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３
２ｇのそれぞれは、ユーザ選択されるように構成されることができ、例えば、ディスプレ
イスクリーン３００が、ユーザが、選択したボタンに触れることによって、傾向時間ボタ
ン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇのうちの選
択した１つを起動することを可能にするように構成される、タッチスクリーンである場合
等である。例証される実施形態では、「８時間」傾向時間ボタン３３２ｄが選択されてお
り、図３の実施形態における傾向期間は８時間である。現在選択されている傾向期間は、
選択された「８時間」ボタン３３２ｄが、残りの傾向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３
３２ｃ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇと異なる色である実施形態のように、例えば、傾
向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇ
のうちの選択された１つをハイライトすることによって、傾向ウィンドウ３１０上で特定
され得る。別の実施形態では、現在選択されている傾向期間は、現在選択されている傾向
期間に関連付けられる傾向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２
ｅ、３３２ｆ、３３２ｇのうちの１つのみを示すことによって、現在選択されている傾向
時間ウィンドウを特定するテキストを提供することによって、及び／又は他の方法で現在
選択されている傾向時間ウィンドウを特定することによって、表示され得る。傾向時間ボ
タンの残り３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇは、現在選択
されている傾向時間ウィンドウの変更を可能にするように、傾向時間ウィンドウ３１１内
及び／又はディスプレイスクリーン３００上のその他の場所の優先メニュー（図示無し）
を選択することに応答して現れるように構成され得る。
【００３８】
　例えば、傾向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２
ｆ、３３２ｇ等の、ユーザが、表示されるパラメーター情報に対して使用される傾向期間
をそこから選択し得る、選択可能なボタンの形式の複数の傾向期間を含む代わりに、傾向
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時間ウィンドウ３１１は、別の傾向時間調節機構を追加的又は代替的に含み得る。例えば
、傾向時間ウィンドウ３１１は、ユーザのそこへのテキスト入力を可能にするように構成
される、テキスト入力欄の形式の傾向時間調節機構を含むことができ、入力されたテキス
トは、例えば、１時間の傾向時間ウィンドウに対する「１」のユーザテキストエントリー
、２時間の傾向時間ウィンドウに対する「２」のユーザテキストエントリー等、傾向時間
ウィンドウを特定する。別の例として、傾向時間調節機構は、傾向期間の上限を画定する
一端と傾向期間の下限を画定するもう一方の端とを有する時間線に沿って摺動されるよう
に構成される、摺動可能バーを含み得る。時間線に沿った摺動可能バーの選択された位置
は、傾向期間を示唆し得る。別の例として、傾向時間調節機構は、容量性タッチスクリー
ンのズームイン／ズームアウト機能を含み得る。ズームインは、例えば、ユーザがズーム
インをする、又はタッチスクリーン上で触れてつまむ動作をすることによって、傾向期間
を短縮することができ、またズームアウトは、例えば、ユーザがズームアウトをする、又
はタッチスクリーン上で触れて広げる動作をすることによって、傾向期間を延長すること
ができる。
【００３９】
　傾向期間は、例えば、傾向時間ボタン３３２ａ、３３２ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３
２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇのうちの異なるボタン選択することによって、長さにおいて選
択的に調節可能であり得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、選択された
傾向期間にわたる選択的に調節可能な開始及び終了の日付並びに時間を有するように構成
され得る。選択された傾向期間の開始及び終了の日付並びに時間の調節は、異なる期間が
視察及び／又は分析されることを可能にすることによって、患者の診断、評価、及び／又
は治療を容易にし得る。開始及び終了の日付並びに時間は、様々な方法で調節され得る。
一実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、選択された傾向期間の開始及び終了の日付並
びに時間のユーザ入力を可能にするように構成される、テキスト入力欄（図示無し）を含
み得る。別の実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、ユーザが、日付及び時間を通して
スクロールして、選択された傾向期間の特定の開始及び終了の日付並びに時間を選択する
ことを可能にするように構成される、カレンダー機能を含み得る。また別の実施形態では
、傾向ウィンドウ３１０は、例えば、その中で傾向期間の開始及び終了の日付並びに時間
が選択され得る優先ウィンドウを提供することによって、起動され傾向期間の開始及び終
了の日付並びに時間の調節を可能にするように構成される、傾向優先ボタン（図示無し）
を含み得る。例証される実施形態におけるように、時間線３０７は、それらの開始及び終
了の日付並びに時間の選択を可能にするように構成され得る。選択は、送りボタン３０７
ｆ及び戻しボタン３０７ｂが提供される例証される実施形態等、任意の数の方法で提供さ
れ得る。送りボタン３０７ｆは、傾向期間を前へ調節するために、起動され、時間におい
て前にスクロールするように構成され得る。同様に、戻しボタン３０７ｂは、傾向期間を
後へ調節するために、起動され、時間において後にスクロールするように構成され得る。
戻しボタン及び送りボタン３０７ｂ、３０７ｆのうちの一方又は双方は、初めは第１の速
度で時間をスクロールするように構成され、また例えば、少なくとも２秒、少なくとも３
秒等の所定の量の時間、押し下げられると、他の方法で、例えば、シングルクリックの代
わりにダブルクリックされる、高速スクロールに対して起動されると、第２のより速い速
度でスクロールするように構成され得る。
【００４０】
　傾向ウィンドウ３１０のグラフ表示は、自動的に更新され、変更された傾向期間の開始
及び終了の日付並びに時間を反映するように構成され得る。換言すれば、グラフ表示にお
ける傾向線は、現在の選択された傾向期間の開始と終了との間の値を反映するように動的
に変化するように構成され得る。傾向線はしたがって、該期間の開始及び終了の日付並び
に時間と時間整列され得る。したがって、例証される実施形態では、戻しボタン３０７ｂ
の起動は、傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔを動的に更新させ、それぞれ
より前の日付／時間を反映させることができ、また送りボタン３０７ｆの起動は、傾向線
３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔを動的に更新させ、それぞれより後の日付／時
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間を反映させることができる。
【００４１】
　例証される実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、ＩＣＰ、ＭＡＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ
、ＣＰＰ、ＨＲ、ＰｂＯ２、及びＴｂに対する情報を示すように構成されるが、上述の通
り、任意の１つ又は２つ以上の生理的パラメーターがモニターされ及び表示されることが
でき、また任意の１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する情報が傾向ウィンドウ
３１０上に示されることができる。生理的パラメーターのそれぞれに対して表示される情
報は、上述の通り、様々な方法のうちの任意のものでモニタリングデバイスによって受信
されるデータに基づき得る。
【００４２】
　生理的パラメーターのそれぞれに対して、傾向ウィンドウ３１０は、傾向期間にわたる
パラメーター情報のテキスト表示及び／又は傾向期間にわたるパラメーター情報のグラフ
表示を示すように構成され得る。傾向ウィンドウ３１０に示される生理的パラメーターＩ
ＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、ＥＶＤレベル、ＣＰＰ、ＰｂＯ２、並びにＴｂのそれぞれ
に対するテキスト表示及び／又はグラフ表示は、患者の状態を評価するために、例えば、
スクリーン３００上で見られる等、ユーザによって観察されるように構成され得る。例証
される実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、ＩＣＰに対するテキスト表示３４６及び
グラフ表示３４８、ＭＡＰ／ＢＰに対するテキスト表示３５０及びグラフ表示３５２、Ｅ
ＶＤ　ＩＣＰに対するテキスト表示３５４及びグラフ表示３７４、ＣＰＰに対するテキス
ト表示３７６及びグラフ表示３７８、ｐｂＯ２に対するテキスト表示３８０、Ｔｂに対す
るテキスト表示３８２、並びにＨＲに対するテキスト表示３８４を含む。生理的パラメー
ターのうちのどれか１つ又は２つ以上が、テキスト表示のみを有するか、グラフ表示のみ
を有するか、又はテキスト表示とグラフ表示との双方を有するかは、例えば、タッチスク
リーン上の表示をドラッグ及びドロップすることによって、メニューボタンを起動するこ
とによって、現在データウィンドウ３１２内のテキスト表示のうちの１つを作動させるこ
とによって等、ユーザ調節され得る。生理的パラメーターのうちの１つ又は２つ以上に対
するグラフ表示は、例えば、示されるグラフ表示の寸法を最大化する要望、多数の生理的
パラメーター、ディスプレイスクリーン３００上の空間の制限等の１つ又は２つ以上の要
因を理由として隠され得る。図３に例証される実施形態では、グラフ表示は、ＰｂＯ２、
Ｔｂ、及びＨＲに対して隠されており、それらは傾向ウィンドウ３１０上にテキスト表示
３８０、３８２、３８４を有する。例示的実施形態では、グラフ表示は、傾向ウィンドウ
３１０上に一度に示され得るグラフ表示の所定の数に基づいて、自動的に隠されるように
構成され得る。グラフ表示の所定の数は、例証される実施形態では３であるが、１つ又は
２つ以上の任意の数が可能である。グラフ表示の所定の数は、例えば、メニューボタンを
選択することによって、ユーザ調節可能な数であり得る。所定の数のグラフ表示は、スク
リーン寸法、スクリーン解像度等の任意の１つ又は２つ以上の要因に基づき得る。
【００４３】
　隠されたグラフ表示（単数又は複数）は、様々な方法でアクセスされ得る。例示的実施
形態では、傾向ウィンドウ３１０は、例えば、スクロールボタン、テキスト選択メニュー
、摺動可能スクロールバー等の、生理的パラメーターを通じたスクロールを可能にし、隠
されたグラフ表示を傾向ウィンドウ３１０上に見えるようにするように構成される、スク
ロール要素を含み得る。例証される実施形態におけるスクロール要素は、タッチ起動型ス
クロールボタン３８６と、その中に含まれる及び／又はそれに隣接する、スクロールに対
して可能な方向を示唆する少なくとも１つの矢印と、を含む。例証される実施形態では、
ボタン３８６に含まれる矢印３８６ａ及びボタン３８６に隣接する別の矢印３８６ｂは、
３つの隠されたパラメーターが３つの隠されていないパラメーターの下に順序付けされて
いるため、下を指している。後述で更に述べられる通り、パラメーターの順序は調節され
得る。スクロールボタン３８６は、パラメーターの順序の中で隠されたパラメーターがど
こに位置するかに基づいて、下向き矢印（単数又は複数）のみ、上向き矢印（単数又は複
数）のみ、又は上向き及び下向き矢印の双方を含み得る。全てのパラメーターが傾向ウィ
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ンドウ３１０上に示される場合、例えば、どのパラメーターのグラフ表示も隠されていな
い場合、傾向ウィンドウ３１０はスクロール要素を欠き得る。
【００４４】
　幾つかの例では、例えば、特定の生理的パラメーターに対する検知デバイスが、患者に
装着されていない、又は患者に装着されている特定の生理的パラメーターに対する検知デ
バイスが、ディスプレイスクリーン３００上に表示されるデータを処理するプロセッサに
電気的に接続されていない等、データが、特定の生理的パラメーターに対して受信されな
いことがある。１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対するデータが受信されない場
合、その１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対するテキスト表示及びグラフ表示（
単数又は複数）は、ディスプレイスクリーン３００に存在しなくてもよい。その１つ又は
２つ以上の生理的パラメーターに対するテキスト表示（単数又は複数）及びグラフ表示（
単数又は複数）の双方は、現在データウィンドウ３１２及び／若しくは現在選択されてい
るウィンドウ上（図３では傾向ウィンドウ３１０である）に存在するが、いかなる数的若
しくはグラフデータも欠くことができ、又はその１つ又は２つ以上の生理的パラメーター
に対するグラフ表示（単数又は複数）及びテキスト表示（単数又は複数）のうちの一方は
、現在データウィンドウ３１２及び／若しくは傾向ウィンドウ３１０に存在しないことが
でき、一方でその１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対するグラフ表示（単数又は
複数）及びテキスト表示（単数又は複数）のうちのもう一方は、現在データウィンドウ３
１２及び／若しくは傾向ウィンドウ３１０上に存在することができる。現在データウィン
ドウ３１２及び／又は傾向ウィンドウ３１０上に存在するその１つ又は２つ以上のパラメ
ーターに対するテキスト表示（単数又は複数）及びグラフ表示（単数又は複数）のうちの
少なくとも１つを有することによって、ユーザにとって、現在データウィンドウ３１２及
び／又は傾向ウィンドウ３１０を観察して、それらのグラフ及び／又はテキスト表示（単
数又は複数）におけるデータの欠落に基づき、それらの１つ又は２つ以上のパラメーター
がモニターされていないこと、又はそれらの１つ又は２つ以上のパラメーターに対する検
知デバイス（単数又は複数）が適切に構成されていないことが判断し易くなり得る。それ
らの１つ又は２つ以上のパラメーターに対する現存のテキスト及び／又はグラフ表示（単
数又は複数）はそれぞれ、例えば、テキストメッセージ、警告シンボル等の、データが受
信されていないことを示唆する少なくとも１つのデータ不在インディケータを含み得る。
【００４５】
　図５は、データが、複数の生理的パラメーター、例えば、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、及び
ＣＰＰに対して受信されており、また別の複数の生理的パラメーター、例えば、ＥＶＤ　
ＩＣＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂに対しては受信されていない、ディスプレイスクリーン３０
０の例を示す。この例証される実施形態におけるディスプレイスクリーン３００は、した
がって、傾向ウィンドウ３１０におけるＥＶＤ　ＩＣＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂに対するテ
キスト及びグラフ表示を欠いており、また現在データウィンドウ３１２において、ＥＶＤ
　ＩＣＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂに対するテキスト表示３２２、３２８、３３０内のいずれ
の数的データも欠いている。例証される実施形態では、現在データウィンドウ３１２内の
ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂに対するテキスト表示３２２、３２８、３３０はそ
れぞれ、ＥＶＤ　ＩＣＰ及びＴｂ表示３２２、３３０内の「接続無し」、並びにＰｂＯ２
表示３２８内の「インストール無し」という、テキストメッセージの形式のデータ不在イ
ンディケータを含む。図５はまた、「アクティブ」パラメーターに対する全てのグラフ表
示３４８、３５２、３７８が傾向ウィンドウ３１０上に示されているために不要である、
スクロール要素の例を示す。スクロールボタン３８６はしたがって、図５ではグレーであ
り、それによってスクロールボタン３８６が、タッチスクリーン上で触れられたとしても
起動され得ないことを示唆している。
【００４６】
　図６は、データが、単一の生理的パラメーター、例えば、ＩＣＰに対して受信されてお
り、また複数の生理的パラメーター、例えば、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、ＣＰＰ、ＥＶＤ　
ＩＣＰ、ＰｂＯ２、並びにＴｂに対しては受信されていない、ディスプレイスクリーン３
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００の例を示す。この例証される実施形態におけるディスプレイスクリーン３００は、し
たがって、傾向ウィンドウ３１０におけるＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、ＣＰＰ、ＥＶＤ　ＩＣ
Ｐ、ＰｂＯ２、並びにＴｂに対するテキスト及びグラフ表示を欠いており、また現在デー
タウィンドウ３１２において、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、ＣＰＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＰｂＯ
２、並びにＴｂに対するテキスト表示３１８、３２２、３２６、３２８、３３０内のいず
れの数的データも欠いている。例証される実施形態では、現在データウィンドウ３１２内
のＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、ＣＰＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＰｂＯ２、並びにＴｂに対するテキ
スト表示３１８、３２２、３２６、３２８、３３０はそれぞれ、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨＲ、
ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＣＰＰ、並びにＴｂ表示３１８、３２２、３２６、３３０内の「接続無
し」、並びにＰｂＯ２表示３２８内の「インストール無し」という、テキストメッセージ
の形式のデータ不在インディケータを含む。図６はまた、「アクティブ」パラメーターに
対する全てのグラフ表示３４８が、傾向ウィンドウ３１０上に示されているために不要で
ある、スクロール要素の例を示す。スクロールボタン３８６はしたがって、図６ではグレ
ーであり、それによってスクロールボタン３８６が、タッチスクリーン上で触れられたと
しても起動され得ないことを示唆している。
【００４７】
　図７は、データが、複数の生理的パラメーター、例えば、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨ
Ｒ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、並びにＣＰＰに対して受信されており、また複数の生理的パラメー
ター、例えば、ＰｂＯ２及びＴｂに対しては受信されていない、ディスプレイスクリーン
３００の例を示す。この例証される実施形態におけるディスプレイスクリーン３００は、
したがって、傾向ウィンドウ３１０におけるＰｂＯ２及びＴｂに対するテキスト及びグラ
フ表示を欠いており、また現在データウィンドウ３１２において、ＰｂＯ２及びＴｂに対
するテキスト表示３２８、３３０内のいずれの数的データも欠いている。例証される実施
形態では、現在データウィンドウ３１２内のＴｂに対するテキスト表示３２８、３３０は
、Ｔｂ表示３３０内の「接続無し」、及びＰｂＯ２表示３２８内の「インストール無し」
という、テキストメッセージの形式のデータ不在インディケータを含む。図７はまた、例
えば、ＨＲに対するグラフ表示等、少なくとも１つの追加のグラフ傾向表示に対して下へ
スクロールするように起動可能である、スクロールボタン３８６の例を示す。
【００４８】
　図８は、データが、複数の生理的パラメーター、例えば、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ及びＨ
Ｒ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、並びにＣＰＰに対して受信されており、また複数の生理的パラメー
ター、例えば、ＰｂＯ２及びＴｂに対しては受信されていない、ディスプレイスクリーン
３００のまた別の例を示す。この例証される実施形態におけるディスプレイスクリーン３
００は、したがって、傾向ウィンドウ３１０におけるＰｂＯ２及びＴｂに対するテキスト
及びグラフ表示を欠いており、また現在データウィンドウ３１２において、ＰｂＯ２及び
Ｔｂに対するテキスト表示３２８、３３０内のいずれの数的データも欠いている。例証さ
れる実施形態では、現在データウィンドウ３１２内のＴｂに対するテキスト表示３２８、
３３０は、Ｔｂ表示３３０内の「接続無し」、及びＰｂＯ２表示３２８内の「インストー
ル無し」という、テキストメッセージの形式のデータ不在インディケータを含む。図８は
また、例えば、ＩＣＰ及びＨＲに対するグラフ表示３４８、３８８が示されているのに対
して、現在隠されているＭＡＰ／ＢＰ、ＣＰＰ、及びＥＶＤ　ＩＣＰに対するグラフ表示
等、少なくとも１つの追加のグラフ傾向表示に対して、上へスクロールするように起動可
能である、スクロールボタン３８６の例を示す。
【００４９】
　図８は、図７と同一のパラメーターＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＣＰＰ、
及びＨＲに対する利用可能なグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８、３８８を有し
ているが、パラメーターは、図７及び図８において異なる順序であり、その結果、図７及
び図８では異なるグラフ表示が示される。より具体的には、パラメーターは、図７では、
上から下へＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＣＰＰ、及びＨＲの順序であるのに
対して、図８では、パラメーターは、上から下へＭＡＰ／ＢＰ、ＣＰＰ、ＥＶＤ　ＩＣＰ
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、ＩＣＰ、及びＨＲの順序である。上述の通り、パラメーターの順序付けは、２つ以上の
パラメーターに対するグラフ表示を傾向ウィンドウ３１０上で互いに隣接して整列させる
ことによって、それらの２つ以上のパラメーターの比較を容易にするように、調節可能で
あり得る。分類ボタン３５８の選択は、上述の通り、パラメーターの並べ替えを可能にし
得る。分類ボタン３５８を選択することは、例えば、スクリーン３００上に、利用可能な
パラメーターのその現在の順序におけるリストを提供し得る。１つ又は２つ以上のパラメ
ーターは、パラメーターを並べ替えるために、リスト内の新規の場所へドラッグ及びドロ
ップされ得る。
【００５０】
　１つ又は２つ以上のパラメーターは、パラメーター順序の上部で固定されることができ
、他のパラメーターが傾向ウィンドウ３１０で上／下にスクロールする際に、固定された
パラメーター（単数又は複数）と他のパラメーターのそれぞれとの比較を容易にし得る。
分類ボタン３５８を選択することは、固定されたパラメーター（単数又は複数）が選択さ
れることを可能にする。同様に、任意の固定されたパラメーター（単数又は複数）は、例
えば、分類ボタン３５８を選択することによって、固定解除され得る。
【００５１】
　図９は、少なくとも１つの固定されたパラメーターを含む傾向ウィンドウ３１０の例を
例証し、この例証される例では、ＩＣＰを含む。固定されたパラメーターは、例えば、固
定されたパラメーターのテキスト表示及び／又はグラフ表示において、固定されたパラメ
ーターのテキスト表示及び／又はグラフ表示の背景シェーディング（ＩＣＰテキスト及び
グラフ表示３４６、３４８が、Ｐｂ０２、Ｔｂ、及びＨＲに対する他のテキスト表示３８
０、３８２、３８４及びグラフ表示３９０、３９２、３８８と異なる背景色（例証される
実施形態では、より薄いシェーディング）を有する、例証される実施形態のように）と共
に、例えば、「固定」等のテキスト識別子を用いて示唆されること、固定された表示（単
数又は複数）と固定されていない表示（単数又は複数）との間に分割線３８１を示すこと
によって等、任意の１つ又は２つ以上の方法においてディスプレイスクリーン３００上で
固定されていると特定され得る。図９はまた、例えば、ＩＣＰ、Ｐｂ０２、Ｔｂ及びＨＲ
に対するグラフ表示３４８、３９０、３９２、３８８が示されているのに対して、現在隠
されているＭＡＰ／ＢＰ、ＣＰＰ、及びＥＶＤ　ＩＣＰに対するグラフ表示等、少なくと
も１つの追加のグラフ傾向表示に対して、上へスクロールするように起動可能である、ス
クロールボタン３８６の例を示す。
【００５２】
　再び図３を参照すると、各生理的パラメーターに対するテキスト表示は、傾向期間にわ
たる生理的パラメーターに関する数的データを含むことができ、また各生理的パラメータ
ーに対するグラフ表示は、傾向期間にわたる数的データのグラフ図を含むことができる。
考察を容易にするため、ＩＣＰに対するテキスト表示３１４及びグラフ表示３４８を、傾
向ウィンドウ３１０上に示される生理的パラメーターに対するテキスト及びグラフ表示の
代表的な例として以下に述べる。傾向ウィンドウ３１０上に示される他の生理的パラメー
ターに対するテキスト及びグラフ表示は、同様に構成され得る。
【００５３】
　グラフ表示３４８は、傾向期間、例えば、選択可能な傾向時間ボタン３３２ａ、３３２
ｂ、３３２ｃ、３３２ｄ、３３２ｅ、３３２ｆ、３３２ｇのうちの１つを介して選択され
た傾向時間にわたってプロットされた波形又はグラフ線の形式で、傾向線３４８ｔを用い
て、ＩＣＰをグラフ的に表すことができる。しかしながら、グラフ線、棒グラフ、別個の
データ点のプロット、及び／又は他の絵的表示等、実質上任意のグラフ的表現が使用され
得る。例証される実施形態におけるグラフ表示３４８は、傾向線３４８ｔを介して、傾向
期間中に収集及び／又は算出されたＩＣＰ値をプロットしており、それは上述の通り、例
証される実施形態では８時間である。同様に、傾向ウィンドウ３１０は、８時間にわたる
他のグラフ表示３５２、３７４、３７６における傾向線３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔを
示す。グラフ表示３４８は、例えば、サンプル期間、例えば、２～３秒毎にわたって算出
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された生理的パラメーターの平均値、中央値、正規化された値、収縮期値、拡張期値、波
振幅等、ＩＣＰに基づいた別の統計値を（例えば、グラフ線及び／又は他の絵的表示を介
して）示し得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０が、例証される実施形態の
ように、複数の生理的パラメーターに対する情報を示す場合、同一の統計値（単数又は複
数）が、パラメーターのそれぞれに対して傾向ウィンドウのグラフ表示に示され、それに
よって表示される情報の迅速な特定化及び理解を容易にする。
【００５４】
　図１０及び１１は、ＩＣＰ傾向線３４８ｔが８時間以外の傾向期間にわたって示される
実施形態を例証する。図１０は、１時間の傾向期間が、例えば、「１時間」傾向時間ボタ
ン３３２ｆの選択によって、選択され、その結果、傾向線３４８ｔが１時間の期間にわた
る現在値（例えば、平均ＩＣＰ）を示し、また同様に１時間にわたる他のグラフ表示３５
２、３７４、３７６内の傾向線３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔを示す、実施形態を例証す
る。図１１は、４８時間の傾向期間が、例えば、「４８時間」傾向時間ボタン３３２ａの
選択によって、選択され、その結果、傾向線３４８ｔが４８時間の期間にわたる現在値（
例えば、平均ＩＣＰ）を示し、また同様に４８時間にわたる他のグラフ表示３５２、３７
４、３７６内の傾向線３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔを示す、実施形態を例証する。
【００５５】
　再び図３を参照すると、テキスト表示３４６は、ＩＣＰをテキストで及び／又は絵的に
表し得る。例証される実施形態では、テキスト表示３４６は、傾向期間にわたる現在の平
均（例えば、現在の平均頭蓋内圧）を含む、傾向期間中に収集及び／又は算出されたＩＣ
Ｐ値の平均に関連する情報を含む。ＩＣＰに関連する現在値は、例証される実施形態では
収集された値の平均であるが、上述の通り、例えば、算出された指数（例えば、ピーク収
集値の平均値、収集された値の変化率の平均値等）の平均値、収集された値の中央値、収
集された値の変化率、相関（例えば、ＰＲｘ、ＲＡＰ、自己相関、自己相関の平均値等）
、収集された値内の最大値、収集された値内の最小値、二乗平均平方根値（ＲＭＳ）、ピ
ークピーク値等、他の現在値が、収集された値の平均の代わり又はそれに追加して示され
得る。
【００５６】
　現在値は、テキストで及び／又はグラフで示され得る。例証される実施形態では、現在
の平均は、数的値３４７にテキストで示される。例証される実施形態における平均ＩＣＰ
値は、１．５ｋＰａ（１２ｍｍＨｇ）である。当業者によって理解されるであろう通り、
傾向ウィンドウ３１０に示される数的値３３７は、正確な平均値であることができ、又は
例えば、（例証される実施形態におけるように）最も近い整数に四捨五入した、少数第１
位で四捨五入した、少数第２位で四捨五入した等、四捨五入した値であることができる。
傾向ウィンドウ３１０のテキスト表示３４６内のＩＣＰに対して示された数的値３４７は
、例証される実施形態におけるように、現在データウィンドウ３１２内の数的値３３４と
は異なり得、それは、傾向ウィンドウ３１０のテキスト表示３４６内のＩＣＰに対して示
された数的値３４７が傾向期間に基づいており、一方では在データウィンドウ３１２内の
数的値３３４が現在の期間に基づいているためである。例示的実施形態では、異なる期間
にわたる生理的パラメーターの比較を容易にするため、数的値３３４、３４７は、例えば
、双方とも収集された値の平均等、同種類の現在値である。
【００５７】
　傾向ウィンドウ３１０及び／又は現在データウィンドウ３１２に示される生理的パラメ
ーターのうちの任意の１つ又は２つ以上に対するテキスト表示及び／又はグラフ表示は、
それらの対応する生理的パラメーターに関する他の情報を含み得る。例えば、依然ＩＣＰ
を代表的な例として用いるが、現在データウィンドウ３１２内のテキスト表示３１４は、
ＩＣＰ値をそこから収集するために患者からＩＣＰを検知する検知デバイス（図示無し）
の位置（例えば、（Ｌ／Ｒ実質、Ｌ／Ｒ脳室、又は腰部）を示唆する、検知デバイス位置
インディケータ（図示無し）を含み得る。位置は、手動で入力され得る。別の例として、
ＥＶＤ　ＩＣＰに対するテキスト表示３５４及び／又はグラフ表示３７４は、ＥＶＤ　Ｉ
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ＣＰを有するＥＶＤが開放状態又は閉鎖状態であるかどうかを、テキストで及び／又はグ
ラフ的に示唆し得る。当業者にとって理解されるであろう通り、ＥＶＤのデフォルト状態
は、典型的には閉鎖状態である。閉鎖状態のＥＶＤは、例えば、ＥＶＤの開放又は閉鎖状
態に関するいかなる特定のテキスト又はグラフ的示唆を提供しないことによって、示唆さ
れ得る。図３は、ＥＶＤが、例えば、脳内の過剰な脳脊髄液（ＣＳＦ）を放出するために
開放されたＥＶＤ等、開放状態にあることを示唆される実施形態を例証する。開放状態は
、図３の実施形態では、ＥＶＤテキスト表示３５４内のテキストＥＶＤ状態インディケー
タ３５５（「開放」）、及びＥＶＤグラフ表示３７４内の背景シェーディングの形式のグ
ラフＥＶＤ状態インディケータで示唆される。テキストＥＶＤ状態インディケータ３５５
は、別の構成（例えば、「開放状態」、「ＥＶＤ開放」「閉鎖」「ＥＶＤ閉鎖」等）を有
することができ、またグラフＥＶＤ状態インディケータも同様に、他の構成（例えば、開
放ＥＶＤデバイスの略図等）を有することができる。
【００５８】
　患者の状態の評価を容易にするため、モニターされる生理的パラメーターのうちのいず
れかが、それらの関連付けられる正常範囲から逸脱する場合に、例えば、可聴音、点滅ウ
ィンドウ、照明光、ディスプレイスクリーン３００上の色の変化、主治医の呼び出し等の
アラームが、提供され得る。アラームは、様々な方法で提供され得る。例示的実施形態で
は、例えば、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＥＶＤレベル、ＣＰＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂ
等の、傾向ウィンドウ３１０上に（例えば、現在データウィンドウ３１２、テキスト表示
３４６、３５０、３５４、３７６、３８０、３８２、３８４、及びグラフ表示３４８、３
５２、３７４、３７８のうちの任意のものにおいて）示される生理的パラメーターのうち
の１つの現在値が、その関連付けられる所定の正常範囲から逸脱すると、アラームがトリ
ガされ得る。換言すれば、生理的パラメーターのうちの１つの現在値が、その生理的パラ
メーターに対する所定の正常上限を上回って増加する、又はその生理的パラメーターに対
する所定の正常下限を下回って減少すると、アラームがトリガされ得る。換言すれば、生
理的パラメーターの平均が、デバイスのプロセッサによって決定されるような正常範囲か
ら逸脱すると、プロセッサは、デバイスのアラームを起動させることができる。アラーム
は、現在データウィンドウ３１２とパラメーターに関連付けられるテキスト及びグラフ表
示とにおいて使用される異なる期間のため、パラメーターに対して、現在データウィンド
ウ３１２とパラメーターに関連付けられるテキスト及びグラフ表示のうちの１つのみに存
在してもよい。生理的パラメーターに対するアラームを提供することの様々な実施形態は
、２０１３年３月１４日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ａｎｄ　Ｄｅ
ｖｉｃｅｓ　Ｆｏｒ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｍｅｄｉ
ｃａｌ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」と題された米国出願第１
３／８０３，６６７号により詳細に説明される。
【００５９】
　図３の例証される実施形態では、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＩＣＰ２、ＣＰＰ、Ｐ
ｂＯ２、及びＴｂ生理的パラメーターは、それぞれの正常範囲内であり、その結果、アラ
ームは、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＩＣＰ２、ＣＰＰ、ＰｂＯ２、及びＴｂのうちのいずれに
対しても示されていない。スクリーン３００上のパラメーターのうちの任意の１つ又は２
つ以上は、それらの任意の組み合わせにおいて、それらのアラームを有し得る。
【００６０】
　アラームがトリガされると、アラームは、アラームがユーザによって認識されるまで、
例えば、音が鳴り続き得る、テキスト表示の背景色がその変化した色のままであり得る、
テキスト表示の背景色が点滅し得る、ディスプレイに装着された警告ライトが点滅し続け
得る等、及び／又は正常範囲から逸脱したパラメーターの平均が正常範囲内に戻るまで、
存続し得る。アラームは、アラーム消音ボタン（図示無し）を起動することによって等、
様々な方法で認識され得る。例示的実施形態では、アラーム消音ボタンは、アラームがト
リガされたときにのみ現れ得る。
【００６１】
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　アラームが認識されると、ディスプレイスクリーン３００は、パラメーターが正常範囲
内に戻るまで、正常範囲から逸脱したパラメーターが正常範囲外にあることを示唆し続け
得る。この方法では、ディスプレイスクリーン３００は、アラーム状態が、例えば、看護
師、医師等の少なくとも１人の医療施術者によって観察されたことを示唆し得る。したが
って、アラーム状態が存続している間のディスプレイスクリーン３００の任意の後続の観
察者は、ディスプレイスクリーン３００から、アラームがその前に観察されており、必要
に応じて対応されている可能性があることを判断し得る。ディスプレイスクリーン３００
は、様々な方法で認識されたアラームを表示し得る。例示的実施形態では、正常範囲から
逸脱した生理的パラメーターに対して認識されたアラームは、正常範囲から逸脱した生理
的パラメーターに対するディスプレイスクリーン３００上に少なくとも１つの色の変化を
含み得る。アラームを示唆するために変更された範囲外のパラメーターに関連付けられる
スクリーン３００の部分（単数又は複数）は、例えば、ある色から別の色に変化する等、
アラームを示唆するための変化に関して上述したものと同様に、再び変化し得る。生理的
パラメーターに対するアラームを認識することの様々な実施形態は、２０１３年３月１４
日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ａｎｄ　Ｄｅｖｉｃｅｓ　Ｆｏｒ　
Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｐａｒａｍｅ
ｔｅｒｓ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」と題された米国出願第１３／８０３，６６７号
により詳細に述べられる。
【００６２】
　図１２は、正常範囲から逸脱したＣＰＰに関するアラームの認識後のディスプレイスク
リーン３００の実施形態を示す。アラームが認識されたことに応答して、例えば、アラー
ム消音ボタンの起動に応答して、認識がトリガされ、それによって、現在データウィンド
ウ３１２内のＣＰＰテキスト表示３２６に対する背景色が、図１２では、例えば、赤等の
ある色から、例えば、白等の別の色へと変更する。アラームシンボル３２７は、図１２に
示されるように、アラームが認識された後であっても、ディスプレイスクリーン３００上
に継続して存在し得る。
【００６３】
　傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターが、傾向ウィンドウ３１０内に示される
傾向期間中にアラーム状態にあったかどうかを示唆するように構成され得る。換言すれば
、傾向ウィンドウ３１０は、例えば、いつ生理的パラメーターがその関連付けられる正常
範囲から逸脱したか等、いつアラームが生理的パラメーターに対してトリガされたか、及
び例えば、いつ生理的パラメーターがその関連付けられる正常範囲内に戻ったか等、アラ
ームがどのくらい存続したかを示唆するように、構成され得る。傾向ウィンドウ３１０は
したがって、生理的パラメーターのそれぞれに関する履歴的アラームデータを提供するよ
うに構成されることができ、それによって患者のケアを容易にし、及び／又は１つの場所
にいる患者に関するより多くの情報を提供することによって時間を節約する。例示的実施
形態では、傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターのうちの任意のものがその対応
する正常範囲から逸脱した、傾向ウィンドウ３１０内に示される傾向期間中の特定の日付
及び時間を示唆するように構成され得る。
【００６４】
　傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターに対する履歴的アラーム情報を様々な方
法で示唆するように構成され得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、傾向
ウィンドウ３１０内に示される傾向期間中に１つ又は２つ以上のアラーム状態を有した生
理的パラメーターのグラフ表示内に、アラーム標識を含むように構成され得る。多数のア
ラーム状態がパラメーターに対して存在した場合、パラメーターのグラフ表示は、アラー
ム状態のそれぞれに対するアラーム標識を含むことができ、それによってパラメーターの
履歴のより完全な像を提供する。
【００６５】
　アラーム標識は、例えば、対応する日付及び時間におけるグラフ表示内の隣接する傾向
線等、アラーム状態に対応する日付及び時間に隣接するグラフ表示内に位置され得る。ア
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ラーム状態に対応する日付及び時間に隣接して位置されることは、アラーム標識の整列／
ずれが、同一又は異なる日付及び時間において視覚的に容易に比較され得るため、異なる
生理的パラメーターに対するアラーム状態の比較を容易にし得る。
【００６６】
　アラーム標識は、例えば、傾向ウィンドウ３１０の強く色で対比された部分、傾向ウィ
ンドウ３１０上に示されるシンボル、傾向ウィンドウ３１０内のシェーディング、傾向線
の太字部分、傾向線に隣接する線等、様々な構成を有し得る。アラーム標識の色は、ディ
スプレイスクリーン上に提供されるアラームの色に対応することができ、例証される実施
形態では赤色であるが、任意の色（単数又は複数）が使用され得る。図３の例証される実
施形態では、アラーム標識は、グラフ表示内の時間的に延在する線と、グラフ表示内の該
線に対応するその部分におけるシェーディングされた部分と、を含む。例示の目的のため
、図３は、ＩＣＰグラフ表示３４８内の２つの異なる時間におけるアラーム標識シェーデ
ィング３４８ｓ及びアラーム標識線３４８ｌ、ＭＡＰグラフ表示３５２内の３つの異なる
時間におけるアラーム標識シェーディング３５２ｓ及びアラーム標識線３５２ｌ、並びに
ＥＶＤグラフ表示３７４内の２つの異なる時間におけるアラーム標識シェーディング３７
４ｓ及びアラーム標識線３７４ｌを示す。例証される実施形態におけるアラーム標識は、
上述の通り、異なるパラメーターに対するアラームの日付及び時間を容易に比較させて、
図３に示されるように、ＩＣＰ及びＩＣＰ２（ＥＶＤ）のそれぞれが１９：１０：００周
辺にて一致したアラーム状態を有したことを決定することを可能にし得る。ＣＰＰグラフ
表示３７８内にはアラーム標識が示されておらず、それによってＣＰＰは、傾向スクリー
ン３１０上に示される傾向期間中にアラーム状態になかったことを示唆している。
【００６７】
　正常範囲に対するアラームに関して上述したものと同様に、患者の状態の評価を容易に
するため、生理的パラメーターのうちのいずれかが、それらの関連付けられる目標範囲か
ら逸脱している場合、目標アラームが提供され得る。例示的実施形態では、目標アラーム
は、生理的パラメーターが、正常範囲内に入れ子にされ得るその関連付けられる目標範囲
から逸脱し、かつその関連付けられる正常範囲内にある場合に、生理的パラメーターに対
して提供され得る。目標アラームは、例えば、主治看護師及び医師等の医療関係者に、患
者が、目標アラームに関連付けられる生理的パラメーターが適正範囲内になく、したがっ
てその正常範囲外へ向かっている可能性があるため、評価及び／又は治療が必要な可能性
があることを、示唆し得る。換言すれば、患者の状態は、悪化している可能性はあるが評
価されることができ、及び／又は患者は、患者がより切迫した状態になる前に治療される
ことができる。目標アラームはしたがって、予防的方法で機能し得る。目標アラームは、
様々な方法で提供され得る。
【００６８】
　例示的実施形態では、例えば、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＥＶＤレベル、ＣＰＰ、
ＰｂＯ２、及びＴｂ等の生理的パラメーターのうちの１つの平均が、その関連付けられる
所定の目標範囲内にあり、したがって同様にその関連付けられる正常範囲内にあるとき、
目標インディケータが、ディスプレイスクリーン３００上に示され得る。換言すれば、生
理的パラメーターのうちの１つの現在値が、その関連付けられる目標範囲内にある、例え
ば、その関連付けられる所定の目標上限を下回り、かつその関連付けられる所定の目標下
限を上回る場合、目標インディケータが、その生理的パラメーターに対してスクリーン３
００上に表示されるようにトリガされ得る。デバイスのプロセッサは、生理的パラメータ
ーの現在値が、それらの対応する目標範囲内にあるかを決定するように構成されることが
でき、また目標インディケータをスクリーン３００上に示させるように構成され得る。し
たがって、ディスプレイスクリーン３００上に示される生理的パラメーターの状況は、例
えば、ユーザがディスプレイスクリーンを見て、目標インディケータが生理的パラメータ
ーのそれぞれに対してスクリーン３００上に存在するかを判断することによって等、ディ
スプレイスクリーン３００を確認することによって、迅速に評価され得る。生理的パラメ
ーターに対する目標アラームは、例示的実施形態では、その生理的パラメーターに対する
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、目標インディケータのスクリーン３００からの不在を含み得る。生理的パラメーターに
対する目標アラーム及び目標インディケータを提供することの様々な実施形態は、２０１
３年３月１４日に出願された「Ｍｅｔｈｏｄｓ，Ｓｙｓｔｅｍｓ，Ａｎｄ　Ｄｅｖｉｃｅ
ｓ　Ｆｏｒ　Ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ　Ａｎｄ　Ｄｉｓｐｌａｙｉｎｇ　Ｍｅｄｉｃａｌ　
Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　Ｆｏｒ　Ａ　Ｐａｔｉｅｎｔ」と題された米国出願第１３／８０
３，６６７号により詳細に述べられる。
【００６９】
　傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターが、傾向ウィンドウ３１０内に示される
傾向期間中に目標範囲内にあったかどうかを示唆するように構成され得る。換言すれば、
傾向ウィンドウ３１０は、例えば、いつ生理的パラメーターがその関連付けられる目標範
囲から逸脱したか等、いつ目標アラームが生理的パラメーターに対してトリガされたか、
及び例えば、いつ生理的パラメーターがその関連付けられる目標範囲内に戻ったか等、目
標アラームがどのくらい存続したかを示唆するように、構成され得る。傾向ウィンドウ３
１０はしたがって、生理的パラメーターのそれぞれに関する履歴的目標アラームデータを
提供するように構成されることができ、それによって患者のケアを容易にし、及び／又は
１つの場所にいる患者に関するより多くの情報を提供することによって時間を節約する。
例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターのうちの任意のもの
がその対応する目標範囲から逸脱した、傾向ウィンドウ３１０内に示される傾向期間中の
特定の日付及び時間を示唆するように構成され得る。
【００７０】
　傾向ウィンドウ３１０は、生理的パラメーターに対する履歴的目標アラーム情報を様々
な方法で示唆するように構成され得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、
傾向ウィンドウ３１０内に示される傾向期間中にその関連付けられる目標範囲内にあった
生理的パラメーターのグラフ表示内に、目標標識を含むように構成され得る。パラメータ
ーが、異なる日付／時間においてその関連付けられる目標範囲内あった場合、パラメータ
ーのグラフ表示は、日付／時間のそれぞれに対する目標標識を含むことができ、それによ
ってパラメーターの履歴のより完全な像を提供する。
【００７１】
　目標標識は、例えば、対応する日付及び時間におけるグラフ表示内の隣接する傾向線等
、パラメーターがその関連付けられる目標範囲内あった日付／時間に対応する日付及び時
間に隣接するグラフ表示内に位置され得る。目標状態に対応する日付及び時間に隣接して
位置されることは、目標標識の整列／ずれが、同一又は異なる日付及び時間において視覚
的に容易に比較され得るため、異なる生理的パラメーターに対する目標状態の比較を容易
にし得る。
【００７２】
　目標標識は、アラーム標識に関して上述したものと同様に、様々な構成を有することが
でき、また例えば、傾向ウィンドウ３１０の強く色で対比された部分、傾向ウィンドウ３
１０上に示されるシンボル、傾向ウィンドウ３１０内のシェーディング、傾向線の太字部
分、傾向線に隣接する線等を含み得る。目標標識の色は、ディスプレイスクリーン上に提
供されるアラームの色に対応することができ、例証される実施形態では明緑色であるが、
任意の色（単数又は複数）が使用され得る。図３の例証される実施形態では、目標標識が
、グラフ表示内の時間的に延在する線を含む。例示の目的のため、図３は、ＭＡＰグラフ
表示３５２内のある時間における目標標識線３５２ｇ、ＥＶＤグラフ表示３７４内のある
時間における目標アラーム標識線３７４ｇ、及びＣＰＰグラフ表示３７８内のある時間に
おける目標標識線３７８ｇを示す。例証される実施形態内の目標標識は、上述の通り、異
なるパラメーターに対するアラームの日付及び時間を容易に比較させて、ＩＣＰ、ＭＡＰ
、ＥＶＤ、及びＣＰＰのうちのいずれも、任意の組み合わせにおいて、それらの関連付け
られる目標範囲内にあるいかなる重なり合う時間（単数又は複数）も有さなかったと決定
することを可能にする。ＩＣＰグラフ表示３４８内には目標標識が示されておらず、それ
によってＩＣＰは、傾向スクリーン３１０上に示される傾向期間中にその関連付けられる
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目標範囲内になかったことを示唆している。
【００７３】
　傾向ウィンドウは、現在選択されている傾向期間内の日付及び時間のユーザ選択を可能
にするように構成され得る。傾向期間は、多くの時間にわたるが、傾向期間の長さ、傾向
期間にわたる開始日及び時間、並びに傾向期間にわたる終了日及び時間に依存して、１つ
以上の日を超えなくてもよい。ユーザ選択された日付及び時間に対応するデータは、傾向
ウィンドウ３１０上に表示されることができ、それによって時間内の特定のポイントにお
ける患者の状態の分析を容易にする。時間内の異なるポイントは、互いに比較されること
ができ、それは、患者の診断、評価、及び／若しくは治療を容易にすることができ、並び
に／又は複数の患者からのデータを用いたパターンの検出を容易にすることができる。
【００７４】
　現在選択されている傾向期間内の日付及び時間は、様々な方法で選択され得る。一実施
形態では、傾向ウィンドウ３１０は、日付及び時間のユーザ入力を可能にして、それらの
選択を可能にするように構成される、テキスト入力欄（図示無し）を含み得る。別の実施
形態では、傾向ウィンドウ３１０は、ユーザが、日付及び時間を通してスクロールして、
特定の日付及び時間を選択することを可能にするように構成される、カレンダー機能を含
み得る。また別の実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、例えば、その中で傾向期間の
開始及び終了の日付並びに時間が選択され得る優先ウィンドウを提供することによって、
起動され、傾向期間内の選択された時間の調節を可能にするように構成される、傾向優先
ボタン（図示無し）を含み得る。例証される実施形態のように、傾向ウィンドウ３１０は
、傾向期間内の日付及び時間を選択するようにディスプレイスクリーン３００上に移動可
能であるように構成され得る、傾向ウィンドウ３１０の上に表示される移動可能な時間標
識を有し得る。
【００７５】
　時間標識は、様々な構成を有し得る。例証される実施形態では、時間標識は、時間線３
０７に沿って移動可能であるように構成される、スクロールバー３０９を含む。時間線３
０７は、傾向ウィンドウ３１０内に示されるグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８
の全てを下回って位置されるが、時間線３０７は、例えば、グラフ表示の上方、隣接する
グラフ表示の間等、他の位置にあることができる。スクロールバー３０９は、例証される
実施形態では摺動可能な実線の形式であるが、例えば、摺動可能な点線、矢印、及び／又
はグラフ表示に隣接する他のシンボル等、他の形式を有し得る。時間線３０７の開始及び
終了の日付並びに時間は、傾向期間の開始及び終了の日付並びに時間によって画定され得
る。例証される実施形態では、時間線３０７は、２０／０９／２０の１２：０５：００に
て開始し、２０／０９／２０の２０：０５：００まで８時間（選択された傾向期間）にわ
たる。時間線３０７に沿ったスクロールバー３０９の位置は、選択された日付及び時間を
画定し得る。例証される実施形態では、選択された日付は２０／０９／２０であり、選択
された時間は１４：２１：１０である。
【００７６】
　例示的実施形態では、スクロールバー３０９は、傾向ウィンドウ３１０のグラフ表示３
４８、３５２、３７４、３７８内に現在示される傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、
３７６ｔのそれぞれに沿って移動可能であるように構成され得る。スクロールバー３０９
は、表示される傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞれに沿って、同
時に移動するように構成され得る。摺動可能線３０９はしたがって、選択された日付及び
時間における、表示された傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞれに
沿った選択された位置を示唆し得る。スクロールバー３０９はしたがって、選択された日
付及び時間における少なくとも表示された生理的パラメーターのそれぞれに対するデータ
がディスプレイスクリーン３００上に提供されるように、少なくとも表示された生理的パ
ラメーターのそれぞれに対する同一の特定の日付及び時間を選択するように、構成され得
る。ディスプレイスクリーン３００はしたがって、選択された日付及び時間における患者
の状態のスナップショットを提供するように構成され得る。
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【００７７】
　スクロールバー３０９は、様々な方法で、時間線３０７に沿って移動可能であり得る。
例えば、スクロールバー３０９は、例えば、タッチスクリーン上に触れて、ユーザのタッ
チ動作によってスクリーン３００上で移動されることによって、選択されるように構成さ
れ得る。別の例として、スクロールバー３０９は、例えば、タッチスクリーン上で、その
コントローラ部分３０９ｃにて触れることによって、選択されるように構成され得る。コ
ントローラ部分３０９ｃは、時間線３０７に沿って位置され、スクロールバー３０９を、
時間線３０７を通して、及び表示された傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔ
を横切って移動させるように、ドラッグ及びドロップ様式にてそれに沿って摺動可能であ
り得る。スクロールバー３０９は、例えば、タッチスクリーン又はポインタデバイスを介
して、その任意の部分に沿って選択可能であり、時間線３０７に沿ってドラッグ及びドロ
ップされる、テキスト入力ボックス内に日付及び時間を入力し、それによってスクロール
バー３０９を時間線３０７に沿ってその日付及び時間へ移動させる等、他の方法で移動可
能であり得る。
【００７８】
　例えば、スクロールバー３０９の位置によって示唆される日付及び時間等、選択された
日付及び時間における、生理的パラメーターのそれぞれに関する様々な種類のデータが提
供され得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０は、詳細傾向ウィンドウ、評価
ウィンドウ、及び通知ウィンドウのうちの任意の１つ又は２つ以上を、選択された日付及
び時間において表示されるように含み得る。詳細傾向ウィンドウ、評価ウィンドウ、及び
通知ウィンドウのそれぞれは、後に更に詳細に述べられる。
【００７９】
　詳細傾向ウィンドウは、選択された日付及び時間の周りの詳細期間内の１つ又は２つ以
上の生理的パラメーターに対する情報を示すように、構成され得る。例示的実施形態では
、詳細期間は、例えば、１分、５分、一回の心拍、三回の心拍、１０分等、傾向期間より
短いことが可能であるが、実質上任意の期間が詳細期間として使用され得る。詳細期間は
したがって、選択された日付及び時間を含む期間内の傾向線のより詳細な部分を示し得る
。現在の期間に関して上述したものと同様に、詳細期間は、例えば、プロセッサに事前に
プログラムされた、デフォルトの事前にプログラムされた期間であり得る所定の量の時間
であることができ、又は特定の患者に対してカスタマイズされることができる。詳細期間
は、現在の期間に関して上述したものと同様に、調節可能であり得る。詳細期間は、例え
ば、メインメニューボタン（図示無し）を起動して、その中で詳細期間がカスタマイズ及
び／又は調節され得る優先ウィンドウを提供させることによって等、様々な方法でカスタ
マイズ及び／又は調節され得る。
【００８０】
　詳細傾向ウィンドウは、様々な方法でディスプレイスクリーン３００上に示されるよう
に構成され得る。例示的実施形態では、傾向ウィンドウ３１０上にグラフ表示を有する生
理的パラメーターに対する全ての利用可能な詳細傾向ウィンドウは、例えば、タッチスク
リーン上のボタン３３６に触れることによって、詳細期間ボタン３３６の起動に応じて、
傾向期間内のスクロールバーの位置によって画定される日付及び時間に対して表示され得
る。それに加えて、又は別法として、生理的パラメーターのうちの選択された１つに対す
る詳細傾向ウィンドウが、スクロールバー３０９のパラメーターの傾向線に沿った場所に
おいて、生理的パラメーターのうちの選択された１つに対する傾向線を選択することによ
って、ディスプレイスクリーン３００上に示され得る。表示された傾向線３４８ｔ、３５
２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞれは、その上に、スクロールバー３０９のそれに沿っ
た場所において、詳細アイコン３４８ｉ、３５２ｉ、３７４ｉ、３７６ｉを含み得る。例
証される実施形態における詳細アイコン３４８ｉ、３５２ｉ、３７４ｉ、３７６ｉはそれ
ぞれ、スクロールバー３０９上に円を含むが、詳細アイコン３４８ｉ、３５２ｉ、３７４
ｉ、３７６ｉは、例えば、スクロールバー３０９上の「ｘ」及び／又は他のシンボル、そ
の関連付けられる傾向線に対する詳細傾向ウィンドウを示すように選択されるように構成
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され得る、グラフ表示のそれぞれに隣接するスクリーン３００上の「詳細」ボタン、表示
された傾向線のそれぞれに対する詳細傾向を示すように選択されるように構成される、ス
クリーン３００上のマスタ「詳細」ボタン等、様々な構成のうちの任意のものを有し得る
。
【００８１】
　図１３は、少なくとも１つの詳細傾向ウィンドウを含む傾向ウィンドウ３１０の実施形
態を示す。例証される実施形態では、図３にてＩＣＰ詳細アイコン３４８ｉが選択されて
おり、ＩＣＰ詳細傾向ウィンドウ３４８ｗが傾向ウィンドウ３１０上に表示され、また図
３にてＥＶＤ詳細アイコン３７４ｉが選択されており、ＥＶＤ詳細傾向ウィンドウ３７４
ｗが傾向ウィンドウ３１０上に表示されている。例証される実施形態における詳細傾向ウ
ィンドウ３４８ｗ、３７４ｗはそれぞれ、選択された日付及び時間を中心とした詳細傾向
期間にわたるそれぞれの対応する傾向線３４８ｔ、３７４ｗの拡大図を含むが、詳細傾向
ウィンドウは、様々な構成を有し得る。詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗは、例証
される実施形態では傾向ウィンドウ３１０上に表示されるが、詳細傾向ウィンドウは、例
えば、専用の詳細傾向ウィンドウ等、別のウィンドウ内に表示されるように構成され得る
。詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗは、例えば、それらの関連付けられる詳細アイ
コン３４８ｉ、３７４ｉが再び起動される、詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗが、
スクリーン３００外へドラッグ及びドロップされる等、選択解除されるまで、スクリーン
３００上に表示されたままであるように、構成され得る。詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、
３７４ｗは、詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗがスクリーン３００上に示されてい
る間にスクロールバー３０９が移動されると、自動的に更新されるように、構成され得る
。別法として、詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗは、詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ
、３７４ｗがスクリーン３００上に示されている間に、スクロールバー３０９が傾向線３
４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔに沿って摺動されると、スクリーン３００から消
えるように、構成され得る。
【００８２】
　全ての利用可能な詳細傾向ウィンドウが、例えば、傾向ウィンドウ３１０上又は他の場
所に示される場合、詳細期間ボタン３３６は、例えば、ディスプレイスクリーン３００か
ら除去される、（例証される実施形態のように）グレーアウトされる、（ボタン３３６が
「Ｘ」によって線が引かれて削除された例証される実施形態のように）取り消される等、
無効化され、それによってこれ以上の詳細傾向ウィンドウは見るために利用可能でないこ
とを示唆するように、構成され得る。
【００８３】
　図１４は、ＩＣＰ及びＥＶＤ詳細アイコン３４８ｉ、３７４ｉが起動されて、それらの
関連付けられる詳細傾向ウィンドウ３４８ｗ、３７４ｗがスクリーン３００上に示された
後の、図１０の傾向ウィンドウ３１０の実施形態を示す。図１５は、ＩＣＰ及びＥＶＤ詳
細アイコン３４８ｉ、３７４ｉが起動されて、それらの関連付けられる詳細傾向ウィンド
ウ３４８ｗ、３７４ｗがスクリーン３００上に示された後の、図１１の傾向ウィンドウ３
１０の実施形態を示す。図１６は、ＩＣＰ詳細アイコン３４８ｉが起動されて、その関連
付けられる詳細傾向ウィンドウ３４８ｗがスクリーン３００上に示された後の、図６の傾
向ウィンドウ３１０の実施形態を示す。
【００８４】
　評価ウィンドウは、選択された日付及び時間における、及び／又は選択された日付及び
時間周辺の、患者に対する１つ又は２つ以上の診断パラメーターに関する評価情報を示す
ように、構成され得る。診断パラメーターの例としては、瞳孔読み取り、グラスゴー昏睡
尺度（ＧＣＳ）、ＥＶＤレベル、急性生理的及び慢性健康評価（Acute Physiology and C
hronic Health Evalution）（ＡＰＡＣＨＥ）、単純化急性生理学スコア（Simplified Ac
ute Physiology Score）（ＳＡＰＳ）、死亡率の小児科指数（Paeditric Index of Morta
lity）（ＰＩＭ２）、連続的臓器不全評価（Sequential Organ Failure Assessment）（
ＳＯＦＡ）スコア、癌死亡モデル（Cancer Mortality Model）（ＣＭＭ）、死亡予測モデ
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ル（Mortality Prediction Model）（ＭＰＭ）、危険、損傷、障害、損失、及び末期（Ｒ
ＩＦＬＥ）腎臓分類（Risk, Injury, Filure, Loss and End-stage（RIFLE）kidney clas
sification）、チャイルド・ピュー（ＣＰ）、Ｒａｎｓｏｎスコア、多臓器不全スコア（
ＭＯＤＳ）、及びロジスティック臓器不全システム（ＬＯＤＳ）が挙げられる。神経学的
文脈においては、例示的な診断パラメーターとしては、瞳孔読み取り、ＧＣＳ、及びＥＶ
Ｄレベルが挙げられる。
【００８５】
　ディスプレイスクリーン３００は、傾向期間に対応し、また１つ又は２つ以上の診断パ
ラメーターに対してグラフ形式の評価情報を含む、評価グラフ表示３５１を示すように、
構成され得る。評価グラフ表示３５１は、図３の例証される実施形態では、傾向ウィンド
ウ３１０上の目に見える生理的パラメーターグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８
の全てを下回って位置されるが、評価グラフ表示３５１は、目に見える生理的パラメータ
ーグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８の全ての上方、又は目に見える生理的パラ
メーターグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８のうちの２つの間に位置することが
できる。
【００８６】
　評価グラフ表示３５１は、グラフ的又は絵的形式で診断パラメーター評価情報を示すよ
うに構成され得る。例証される実施形態における診断パラメーターは、瞳孔読み取り、Ｇ
ＣＳ、及びＥＶＤレベルを含むが、上述の通り、任意の１つ又は２つ以上の診断パラメー
ターが、患者に対して追跡され得る。例示的実施形態では、利用可能な診断パラメーター
のそれぞれは、傾向期間を通って延在する、瞳孔読み取り、ＧＣＳ、及びＥＶＤレベル診
断パラメーターのそれぞれに対するグラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇを含み得る。
スクロールバー３０９は、傾向ウィンドウ３１０のグラフ表示３４８、３５２、３７４、
３７８内に現在示されている傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔに関して上
述したものと同様に、グラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇのそれぞれに沿って移動可
能であるように構成され得る。スクロールバー３０９はしたがって、グラフ線３３５ｇ、
３３９ｇ、３４１ｇ及び表示された傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそ
れぞれに沿って、同時に移動するように構成され得る。摺動可能線３０９はしたがって、
選択された日付及び時間における、表示されたグラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇ及
び表示された傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞれに沿った選択さ
れた位置を示唆し得る。
【００８７】
　グラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇのそれぞれは、それらに沿った評価標識を含み
得る。評価標識のそれぞれは、例えば、患者が評価標識の関連付けられる診断パラメータ
ーに対して評価された時間に対応する、傾向ウィンドウ３１０に示される傾向期間内の特
定の日付及び時間等、傾向期間内のポイントを示唆し得る。換言すれば、評価標識のそれ
ぞれは、評価情報がその関連付けられる診断パラメーターに対してシステムによって受信
された、傾向期間内のポイントを示唆し得る。例証される実施形態では、瞳孔読み取りグ
ラフ線３３５ｇは、それに沿って４つの評価標識を有し、ＧＣＳグラフ線３３９ｇは、そ
れに沿って４つの評価標識を有し、またＥＶＤレベルグラフ線３４１ｇは、それに沿って
３つの評価標識を有する。
【００８８】
　評価標識は、様々な構成を有し得る。評価標識の例としては、アイコン、幾何学形状、
シンボル、数、文字、英数字等が挙げられる。例示的実施形態では、診断パラメーターの
それぞれは、それ自体の固有の評価標識を有し得る。固有の評価標識は、傾向スクリーン
３１０上に同時に示される可能性がある異なる評価標識間の迅速な視覚的識別を容易にし
得る。図３の例証される実施形態では、瞳孔読み取りに対する固有の評価標識は目の図形
のアイコンを含み、ＧＣＳに対する評価標識は線グラフを有するアイコンを含み、またＥ
ＶＤレベルに対する評価標識は液滴図形を有するアイコンを含む。図３における傾向期間
では、瞳孔読み取りグラフ線３３５ｇは、それに沿って３つの目の図形アイコン評価標識
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を有し、ＧＣＳグラフ線３３９ｇは、それに沿って３つの線グラフアイコン評価標識を有
し、またＥＶＤレベルグラフ線３４１ｇは、それに沿って３つの液滴アイコン評価標識を
有する。
【００８９】
　診断パラメーターの全てに対して共通である、１つ又は２つ以上の評価標識が提供され
得る。例示的実施形態では、診断パラメーターのそれぞれは、診断パラメーターにおける
変化を示唆するように構成される共通の評価標識を共有し得る。共通の評価標識は、固有
の評価標識と異なる色を有することができ、それは変化の視覚的検出を容易にすることが
できる。別法として、診断標識のそれぞれは、診断標識における変化を示唆するように構
成される、固有の評価標識を含み得る。例証される実施形態では、診断パラメーターのそ
れぞれは、明るい黄色を有する平行四辺形の形式の共通の評価標識を共有し得るが、上述
の通り、他の形状及び色が使用され得る。図３に示される傾向期間では、瞳孔読み取りグ
ラフ線３３５ｇは、それに沿って１つの変化評価標識を有し、ＧＣＳグラフ線３３９ｇは
、それに沿って１つの変化評価標識を有し、またＥＶＤレベルグラフ線３４１ｇは、それ
に沿って変化評価標識を有さない。
【００９０】
　図５、６、及び１６は、少なくとも１つの診断パラメーターが、現在選択されている傾
向期間内にいかなる評価標識も含まない実施形態を例証し、これらの実施形態では、それ
はＥＶＤグラフ線３４１ｇである。１つ又は２つ以上の診断パラメーターは、例えば、診
断情報が全く収集されていない、又は選択された期間中に収集されていない等の様々な理
由のために、利用可能な情報をもたないことがある。
【００９１】
　診断パラメーター評価情報、瞳孔読み取り情報、ＧＣＳ情報、ＥＶＤレベル情報等は、
様々な方法でシステムによって受信され得る。例示的実施形態では、ディスプレイスクリ
ーン３００は、ユーザが、診断パラメーター評価情報を手動で入力し、またそれらに、例
えば、医療関係者によって情報が収集された日付及び時間等の日付及び時間を関連付ける
ことを可能にするように構成される、診断パラメーター入力スクリーン（図示無し）への
ユーザアクセスを提供するように構成され得る。診断パラメーター入力スクリーンは、当
業者によって理解されるであろう通り、例えば、テキスト入力ボックス、診断パラメータ
ー選択肢のドロップダウンメニューを提供することによって等、様々な構成を有し得る。
ユーザインターフェースを介してシステムへ情報を入力することの様々な実施形態は、２
００７年６月２７日に出願された、「Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎ
ｔｅｒｆａｃｅ」と題された米国特許公開第２００９／０００５７０３号により詳細に説
明される。
【００９２】
　評価標識は、それらの関連付けられるグラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇに沿って
、診断パラメーターに対する評価グラフ表示３５１内に自動的に提供されるように構成さ
れる。換言すれば、システムが、例えば、そのメモリ内に記憶された、現在選択されてい
る傾向期間内に収まる１つ又は２つ以上の診断パラメーター評価情報を有する場合、診断
パラメーター評価情報に対する評価標識（単数又は複数）は、グラフ線３３５ｇ、３３９
ｇ、３４１ｇのうちの適切なものの上に自動的に提供され得る。
【００９３】
　ディスプレイスクリーン３００は、評価グラフ表示３５１を、評価ウィンドウ３３３と
同時に示すように構成され得る。評価ウィンドウ３３３は、評価グラフ表示３５１内の評
価標識に関連付けられるデータを提供するように構成され得る。換言すれば、評価ウィン
ドウ３３３は、診断パラメーターに関連付けられる数的、テキスト、及び／又は他の臨床
関連データを提供し得る。
【００９４】
　評価ウィンドウ３３３は、様々な方法でディスプレイスクリーン３００上に示されるよ
うに構成され得る。例示的実施形態では、それぞれの利用可能な診断パラメーターに対す



(29) JP 2014-179091 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

る評価情報は、傾向期間内のスクロールバーの位置によって画定される日付及び時間に対
して、診断パラメーターのグラフ線３３５ｇ、３３９ｇ、３４１ｇに沿って、評価ウィン
ドウ３３３内に表示され得る。診断パラメーター（単数又は複数）は、選択された日付及
び時間において利用可能な情報を有し得るが、幾つかの例では、診断情報は、選択された
日付及び時間において正確にシステムによって受信されていないことがある。評価ウィン
ドウ３３３はしたがって、選択された日付及び時間における、並びに／又は選択された日
付及び時間に隣接する日付／時間における、例えば、選択された日付及び時間の前及び／
若しくは後における情報を示すように、構成され得る。評価ウィンドウ３３３は、診断パ
ラメーターに対して情報が受信された、選択された日付及び時間の前の最も近い日付及び
時間における、診断パラメーターに対する評価情報を示すように、及び／又は、診断パラ
メーターに対して情報が受信された、選択された日付及び時間の後の最も近い日付及び時
間における、診断パラメーターに対する評価情報を示すように、構成され得る。
【００９５】
　例示的実施形態では、評価ウィンドウ３３３は、患者に関して追跡、収集等されている
各診断パラメーターに対する評価情報を、同時に示すように構成され得る。この方法では
、評価ウィンドウ３３３は、患者の診断評価の完全な像を提供し得る。一度に示され得る
ものより多くの診断パラメーターが利用可能である場合、評価ウィンドウ３３３は、上述
のものと同様のスクロール要素を含み得る。複数の診断パラメーターが利用可能な場合、
評価ウィンドウ３３３内に診断パラメーターが表示される順序は、傾向ウィンドウ３１０
内のグラフ表示の順序の調節に関して上述したものと同様に、調節可能である。別の実施
形態では、評価ウィンドウ３３３は、各診断パラメーターが、例えば、評価ボタン（図示
無し）の起動によって表示のために選択可能である状態で、１つの診断パラメーターに対
する評価情報のみを一度に示すように構成され得る。
【００９６】
　評価ウィンドウ３３３は、傾向ウィンドウ３１０と同時に表示されるように構成され得
る。ディスプレイスクリーン３００はしたがって、患者の状態のより完全なスナップショ
ットを提供し得る。しかしながら、評価ウィンドウ３３３は、例えば、それ自体の専用の
ウィンドウ内等、傾向ウィンドウ３１０から分離して表示されるように構成され得る。
【００９７】
　評価ウィンドウ３３３は、選択された時間及び日付において、並びに／又は選択された
日付及び時間に隣接して、任意の評価情報が利用可能であるかどうかに関わらず、例えば
、傾向タブ３０６がユーザによって選択されるときに、傾向ウィンドウ３１０と共に自動
的に表示されるように構成され得る。別法として、評価ウィンドウ３３３は、例えば、デ
ィスプレイスクリーン３００上の評価ボタン（図示無し）を起動することによって、傾向
ウィンドウ３１０上の評価タブ３４３を選択することによって等、評価情報に対する要求
をユーザが入力することに応答して表示されるように、構成され得る。
【００９８】
　図３の例証される実施形態では、評価ウィンドウ３３３は、瞳孔読み取り評価情報３３
５、ＧＣＳ評価情報３３９、及びＥＶＤレベル評価情報３４１を含む。しかしながら、上
述の通り、任意の１つ又は２つ以上の診断パラメーターが、評価ウィンドウ内に示され得
る。例証される実施形態では、診断パラメーターのいずれも、傾向時間ウィンドウ内の選
択された日付及び時間においてそれらに関連付けられる評価情報を有さない。評価ウィン
ドウ３３３はしたがって、診断パラメーターに対して情報が受信された、選択された日付
及び時間の前の最も近い日付及び時間における、診断パラメーターそれぞれに対する評価
情報を示し、並びに、診断パラメーターに対して情報が受信された、選択された日付及び
時間の後の最も近い日付及び時間における、診断パラメーターに対する評価情報を示す。
【００９９】
　例証される実施形態内の評価ウィンドウ３３３は、傾向ウィンドウ３１０と同時に表示
されるが、上述の通り、評価ウィンドウ３３３は他の方法で表示される得る。図３に示さ
れる実施形態では評価タブ３４３が選択され、評価ウィンドウ３３３が示されている。例
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えば、通知タブ３４９を介して選択され得る通知ウィンドウ等、１つ又は２つ以上の他の
パラメーター情報ウィンドウが選択及び示されることができる。
【０１００】
　通知ウィンドウは、選択された日付及び時間において、並びに／又は選択された日付及
び時間の周辺で患者に関連して発生した、１つ又は２つ以上の医学的関連事象に関する通
知情報を示すように構成され得る。医学的関連事象の通知を提供するように構成されるこ
とによって、ディスプレイスクリーン３００は、ユーザがスクリーン３００を見て、何故
１つ又は２つ以上の生理的パラメーター及び／又は診断パラメーターが、特定のポイント
において、又は特定の期間中に変化した可能性があるのかをより容易に決定させ得る。換
言すれば、医学的関連事象の発生は、特定のパラメーターが特定の時間において何故変化
したのかを知らせるのに役立ち得る。広くは、医学的関連事象は、１つ又は２つ以上の生
理的パラメーターに影響し得る事象を含む。医学的関連事象の一般的例としては、介入（
例えば、薬剤投与、ＥＶＤの調節、酸素の投与等、患者に関連して医療関係者によって実
施される処置）、計画的又は不慮の事象（例えば、発作、ＭＲＩ画像の撮像、食事の提供
等、自発的に発生する又は目的を持って発生する事象）、及び注記（例えば、病院の別の
エリアへの患者の移動等、患者の治療及びケアにおいて潜在的に重要性を有する、医療関
係者によって注記される情報）が挙げられる。医学的関連事象の例としては、介護者によ
る薬剤の投与、ＩＣＰ及び／又は他の生理的パラメーターをモニタリングする検知デバイ
スの調節、患者の体温の採取、介護者観察、別の部屋への患者の移動、患者の移送、反応
度、患者の洗浄、患者のＭＲＩ又は他の走査の採取、患者の食事、患者が有する家族／友
人訪問者、酸素困難、患者の覚醒又は睡眠等が挙げられる。例えば、特定の時間に患者が
薬剤を投薬されたことを示唆する通知情報は、特定の時間後の１つ又は２つ以上の生理的
パラメーターの傾向に基づいて、薬剤が所望の臨床高価を有したかとどうかという医療施
術者の評価を容易にし得る。別の例として、神経学的文脈では、患者の任意の動作がＩＣ
Ｐに影響する可能性があり、特定の時間に患者がＭＲＩを採取されたという通知を提供す
る通知情報は、該特定の時間での及び／又はその後のＩＣＰ測定値における変化を説明す
るのに役立つことがある。
【０１０１】
　ディスプレイスクリーン３００は、傾向期間に対応し、また１つ又は２つ以上の診断パ
ラメーターに対してグラフ形式の通知情報を含む、通知グラフ表示３５３を示すように構
成され得る。図１７は、通知タブ３４９が選択されたときの通知グラフ表示３５３の実施
形態を例証する。通知グラフ表示３５３は、図１７の例証される実施形態では、傾向ウィ
ンドウ３１０上に、目に見える生理的パラメーターグラフ表示３４８、３５２、３７４、
３７８の全てを下回り、評価グラフ表示３５１の上方に位置されるが、通知グラフ表示３
５３は、目に見える生理的パラメーターグラフ表示３４８、３５２、３７４、３７８及び
評価グラフ表示３５１のうちの任意の１つ又は２つ以上の上方又は下方に位置され得る。
【０１０２】
　通知グラフ表示３５３は、通知情報をグラフ的又は絵的形式で示すように構成され得る
。例証される実施形態における通知情報は、介入、不慮の事象、及び注記を含むが、上述
の通り、任意の通知情報が提供され得る。介入、不慮の事象、及び注記のそれぞれは、介
入、不慮の事象、及び注記のその関連付けられる一般的分類下に収まる、複数の異なる種
類の通知を含み得る。例示的実施形態では、利用可能な医学的関連事象のそれぞれは、傾
向期間を通して延在する介入、不慮の事象、及び注記医学的関連事象に対するグラフ線３
５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇを含み得る。スクロールバー３０９は、グラフ線３３５ｇ、
３３９ｇ、３４１ｇ及び傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔに関して上述し
たものと同様に、グラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇのそれぞれに沿って移動可能で
あるように構成され得る。スクロールバー３０９はしたがって、グラフ線３５９ｇ、３６
１ｇ、３６３ｇ及び表示される傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞ
れに沿って、同時に移動するように構成され得る。摺動可能線３０９はしたがって、選択
された日付及び時間における、表示されたグラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇ及び表



(31) JP 2014-179091 A 2014.9.25

10

20

30

40

50

示された傾向線３４８ｔ、３５２ｔ、３７４ｔ、３７６ｔのそれぞれに沿った選択された
位置を示唆し得る。
【０１０３】
　グラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇのそれぞれは、それらに沿った通知標識を含み
得る。通知標識は概して、上述の評価標識と同様に構成され得る。通知標識のそれぞれは
、例えば、患者に対して医学的関連事象が発生した時間に対応する、傾向ウィンドウ３１
０上に示される傾向期間内の特定の日付及び時間等の、傾向期間内のポイントを示唆し得
る。換言すれば、通知標識のそれぞれは、通知情報がその医学的関連事象に対してシステ
ムによって受信された、傾向期間内のポイントを示唆し得る。図１７の例証される実施形
態では、介入グラフ線３５９ｇは、それに沿って５個の通知標識を有し、事象グラフ線３
６１ｇは、それに沿って１３個の通知標識を有し、また注記グラフ線３６３ｇは、それに
沿って４個の通知標識を有する。
【０１０４】
　通知標識は、様々な構成を有し得る。通知標識の例としては、アイコン、幾何学形状、
シンボル、数、文字、英数字等が挙げられる。例示的実施形態では、医学的関連事象のそ
れぞれは、それ自体の固有の通知標識を有し得る。しかしながら、医学的関連事象の全て
に共通する、１つ又は２つ以上の通知標識が提供され得る。固有の通知標識は、傾向スク
リーン３１０上に同時に示される可能性がある異なる通知標識間の迅速な視覚的識別を容
易にし得る。図３の例証される実施形態では、介入に対する固有の通知標識は、「Ｉ」と
ラベル付けされたアイコンを含み、事象に対する通知標識は、「Ｅ」とラベル付けられた
アイコンを含み、また注記に対する通知標識は、吹き出しシンボルを含む。グラフ線３５
９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇのうちの１つ又は２つ以上は、例えば、その期間中に医学的関
連事象が全く発生しなかったという理由のため、所与の傾向期間にわたっていずれの通知
標識も欠き得る。
【０１０５】
　通知情報は、様々な方法でシステムによって受信され得る。例示的実施形態では、ディ
スプレイスクリーン３００は、ユーザが、通知情報を手動で入力し、またそれらに、例え
ば、医療関係者によって情報が収集された日付及び時間等の日付及び時間を関連付けるこ
とを可能にするように構成される、通知情報入力スクリーン（図示無し）へのユーザアク
セスを提供するように構成され得る。通知情報入力スクリーンは、当業者によって理解さ
れるであろう通り、例えば、テキスト入力ボックス、診断パラメーター選択肢のドロップ
ダウンメニューを提供することによって等、様々な構成を有し得る。上述の通り、ユーザ
インターフェースを介してシステムへ情報を入力することの様々な実施形態は、２００７
年６月２７日に出願された「Ｍｅｄｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆ
ａｃｅ」と題された米国特許公開第２００９／０００５７０３号により詳細に説明される
。通知情報は、例えば、ＥＶＤの開放及び閉鎖、ＥＶＤ圧が測定される、及びＩＣＰ検知
デバイスが露出されるとき、アラーム又は目標アラームのトリガ等、検知デバイスによっ
て検知される不慮又は計画された事象に対して、自動的に提供されるように構成され得る
。
【０１０６】
　通知標識は、それらの関連付けられるグラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇに沿って
、医学的関連事象に対して通知グラフ表示３５３内に自動的に提供されるように構成され
得る。換言すれば、システムが、例えば、そのメモリ内に記憶された、現在選択されてい
る傾向期間内に収まる１つ又は２つ以上の通知情報を有する場合、通知情報に対する通知
標識（単数又は複数）は、グラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇのうちの適切なものの
上に自動的に提供され得る。
【０１０７】
　ディスプレイスクリーン３００は、通知ウィンドウ３４５と同時に通知グラフ表示３５
３を示すように構成され得る。通知ウィンドウ３４５は、通知グラフ表示３５３内の評価
標識に関連付けられるデータを提供するように構成され得る。換言すれば、通知ウィンド
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ウ３４５は、医学的関連事象に関連付けられる数的、テキスト、及び／又は他の臨床関連
データを提供し得る。
【０１０８】
　通知ウィンドウ３４５は、様々な方法でディスプレイスクリーン３００上に示されるよ
うに構成され得る。例示的実施形態では、それぞれの利用可能な医学的関連事象に対する
通知情報は、傾向期間内のスクロールバーの位置によって画定される日付及び時間に対し
て、グラフ線３５９ｇ、３６１ｇ、３６３ｇのそれぞれに沿って、通知ウィンドウ３４５
内に表示され得る。医学的関連事象（単数又は複数）は、選択された日付及び時間におい
て利用可能な情報を有し得るが、幾つかの例では、通知情報は、選択された日付及び時間
において正確にシステムによって受信されていない可能性がある。通知ウィンドウ３４５
はしたがって、選択された日付及び時間における、並びに／又は選択された日付及び時間
に隣接する日付／時間における、例えば、選択された日付及び時間の前及び／若しくは後
における情報を示すように、構成され得る。通知ウィンドウ３４５は、医学的関連事象に
対して情報が受信された、選択された日付及び時間の前の最も近い日付及び時間における
、医学的関連事象に対する通知情報を示すように、及び／又は、医学的関連事象に対して
情報が受信された、選択された日付及び時間の後の最も近い日付及び時間における、医学
的関連事象に対する通知情報を示すように、構成され得る。
【０１０９】
　例示的実施形態では、通知ウィンドウ３４５は、患者に関する医学的関連事象それぞれ
に対する通知情報を同時に示すように構成され得る。この方法では、通知ウィンドウ３４
５は、患者の治療及びケアの完全な像を提供し得る。一度に示され得るものより多くの医
学的関連事象が利用可能である場合、通知ウィンドウ３４５は、上述のものと同様のスク
ロール要素を含み得る。複数の医学的関連事象が利用可能な場合、通知ウィンドウ３４５
内に医学的関連事象が表示される順序は、傾向ウィンドウ３１０内のグラフ表示の順序の
調節に関して上述したものと同様に、調節可能である。別の実施形態では、通知ウィンド
ウ３４５は、各医学的関連事象が、例えば、通知ボタン（図示無し）の起動によって表示
のために選択可能である状態で、１つの医学的関連事象に対する通知情報のみを一度に示
すように構成され得る。
【０１１０】
　通知ウィンドウ３４５は、傾向ウィンドウ３１０と同時に表示されるように構成され得
る。ディスプレイスクリーン３００はしたがって、患者の状態のより完全なスナップショ
ットを提供し得る。しかしながら、通知ウィンドウ３４５は、例えば、それ自体の専用の
ウィンドウ内等、傾向ウィンドウ３１０から分離して表示されるように構成され得る。
【０１１１】
　通知ウィンドウ３４５は、選択された時間及び日付において、並びに／又は選択された
日付及び時間に隣接して、任意の通知情報が利用可能であるかどうかに関わらず、例えば
、傾向タブ３０６がユーザによって選択されるときに、傾向ウィンドウ３１０と共に自動
的に表示されるように構成され得る。別法として、通知ウィンドウ３４５は、例えば、デ
ィスプレイスクリーン３００上の通知ボタン（図示無し）を起動することによって、傾向
ウィンドウ３１０上の通知タブ３４９を選択することによって等、通知情報に対する要求
をユーザが入力することに応答して表示されるように、構成され得る。
【０１１２】
　図３の例証される実施形態では、通知ウィンドウ３４５は、介入情報３５９、事象情報
３６１、及び注記情報３６３を含む。しかしながら、上述の通り、任意の１つ又は２つ以
上の医学的関連事象が、通知ウィンドウ内に表示され得る。例証される実施形態では、医
学的関連事象のいずれも、傾向時間ウィンドウ内の選択された日付及び時間においてそれ
らに関連付けられる通知情報を有さない。通知ウィンドウ３４５はしたがって、医学的関
連事象に対して情報が受信された、選択された日付及び時間の前の最も近い日付及び時間
における、医学的関連事象に対する通知情報を示すように、また医学的関連事象に対して
情報が受信された、選択された日付及び時間の後の最も近い日付及び時間における、医学
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的関連事象に対する通知情報を示すように構成され得る。
【０１１３】
　例証される実施形態内の通知ウィンドウ３４５は、傾向ウィンドウ３１０と同ｊに表示
されるが、上述の通り、通知ウィンドウ３４５は他の方法で表示されることができる。図
１７に示される実施形態では、通知ウィンドウ３４５が示されるように、評価タブ３４９
が選択される。
【０１１４】
　通知タブ３４９が選択されるとき、評価ウィンドウ３３３及び評価グラフ表示３５１は
、ディスプレイスクリーン３００から除去される、又はディスプレイスクリーン３００上
で最小化されるように構成され得る。同様に、評価タブ３４３が選択されるとき、通知ウ
ィンドウ３５７及び通知グラフ表示３５３は、ディスプレイスクリーン３００から除去さ
れる、又はディスプレイスクリーン３００上で最小化されるように構成され得る。図３の
例証される実施形態では、通知グラフ表示３５３は、評価タブ３４３が選択されるときに
ディスプレイスクリーン３００上で最小化される。最小化された通知グラフ表示３５３は
、例証される実施形態に示されるように、その上に依然通知標識を含み得る。したがって
、ディスプレイスクリーン３００を見ているユーザは、通知タブ３４９が選択されていな
いにも関わらず、少なくとも幾らかの通知情報を受信し得る。ユーザはしたがって、通知
情報にアクセスするかどうかをより良く決定し得る。図１７の例証される実施形態では、
評価グラフ表示３５１は、通知タブ３４９が選択されるときにディスプレイスクリーン３
００上で最小化される。最小化された評価グラフ表示３５１は、例証される実施形態に示
されるように、その上に依然評価標識を含み得る。したがって、ディスプレイスクリーン
３００を見ているユーザは、評価タブ３４３が選択されていないにも関わらず、少なくと
も幾らかの評価情報を受信し得る。ユーザはしたがって、評価情報にアクセスするかどう
かをより良く決定し得る。
【０１１５】
　図１８は、デバイスが、例えば、電池等の搭載電源から脱ドッキングされて稼動してい
るときの、図３の傾向ウィンドウ３１０の実施形態を示す。デバイスの脱ドッキングされ
た状態は、例えば、ディスプレイスクリーン３００の背景色を変更すること（例えば、図
３の黒から図１８の黄色へ）、ドッキングインディケータ３７２を変更すること（例えば
、図３のドッキングされたアイコンから図１８の脱ドッキングされたアイコンへ）、テキ
スト識別子（図示無し）（例えば、「脱ドッキング」等）といった、任意の１つ又は２つ
方法で示唆され得る。デバイスが脱ドッキングされていることの明確な通知は、デバイス
が電力不足となり、範囲外になることの防止に役立ち得る。
【０１１６】
　上述の通り、ディスプレイスクリーン３００上のモニタータブ３０２の選択は、モニタ
ーウィンドウ（図示無し）をスクリーン３００上に示させ得る。モニターウィンドウは、
現在の期間における１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する情報を示すように構
成され得る。モニターウィンドウは、例えば、傾向スクリーン３１０の現在データウィン
ドウ３１２に対する期間等の、現在の期間内の１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに
対する情報を示すように構成され得る。概して、モニターウィンドウは、現在データウィ
ンドウ３１２内に提供される情報と同様の情報を示し得る。例示的実施形態では、モニタ
ーウィンドウは、現在データウィンドウ３１２内の利用可能な情報よりも多い情報を提供
し得る。
【０１１７】
　生理的パラメーターのそれぞれに対して、モニターウィンドウは、現在の期間にわたる
パラメーター情報のテキスト表示及び／又は現在の傾向期間わたるパラメーター情報のグ
ラフ表示を示すように構成され得る。グラフ表示は、現在の期間にわたってプロットされ
たグラフ線を用いてグラフ的にパラメーターを表現し得る。しかしながら、グラフ線、棒
グラフ、別個のデータ点のプロット、及び／又は他の絵的表示等、実質上任意のグラフ的
表現が使用され得る。テキスト表示は、パラメーターをテキストで及び／又は絵的に表現
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し得る。例示的実施形態では、テキスト表示は、現在の平均（例えば、現在の平均頭蓋内
圧）、現在の実際値（例えば、最近測定及び／又は算出されたＩＣＰ値）、現在の平均に
対する正常範囲、現在の範囲に対する目標範囲等を含む、現在の期間中に収集及び／又は
算出されたパラメーター値の平均に関する情報を含み得る。しかしながら、テキスト表示
は、現在の平均値に加えて、又はそれの代わりに１つ又は２つ以上の現在値を表示し得る
。モニターウィンドウの様々な実施形態は、２００７年６月２７日に出願された「Ｍｅｄ
ｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ」と題された米国特許公開第
２００９／０００５７０３号により詳細に説明される。
【０１１８】
　上述の通り、ディスプレイスクリーン３００上のハイブリッドタブ３０４の選択は、ハ
イブリッドウィンドウ（図示無し）をスクリーン３００上に示させ得る。ハイブリッドウ
ィンドウは、現在の期間にわたる１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する情報を
示すように構成され得、傾向期間にわたる１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対す
る情報を示すことができる。ハイブリッドウィンドウはしたがって、現在の情報と以前収
集された情報との比較を容易にすることができ、それは患者の生理的パラメーターのより
長期的分析を容易にし得る。現在の期間にわたる１つ又は２つ以上の生理的パラメーター
に対する情報は、モニターウィンドウ上に示され得る情報に関して上述されたものと同様
の情報を含み得る。他の期間にわたる１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する情
報は、傾向ウィンドウ上に示され得る情報に関して上述されたものと同様の情報を含み得
る。ハイブリッドウィンドウはしたがって、モニターウィンドウと傾向ウィンドウとのハ
イブリッドとして構成され得る。生理的パラメーターのそれぞれに対してハイブリッドウ
ィンドウ内に表示される情報は、上述の通り、様々な方法のうちの任意のものでモニタリ
ングデバイスによって受信されるデータに基づき得る。スクリーン上に示される生理的パ
ラメーターのそれぞれに対して、ハイブリッドウィンドウは、現在の期間にわたるパラメ
ーター情報のテキスト表示と現在の期間にわたるパラメーター情報のグラフ表示とのうち
の少なくとも１つ、及び傾向期間にわたるパラメーター情報のテキスト表示と傾向期間に
わたるパラメーター情報のグラフ表示とのうちの少なくとも１つを示すように、構成され
得る。ハイブリッドウィンドウの実施形態は、２００７年６月２７日に出願された「Ｍｅ
ｄｉｃａｌ　Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ」と題された米国特許公開
第２００９／０００５７０３号に、より詳細に説明される。
【０１１９】
　上述の通り、ディスプレイスクリーン３００上の将来タブ３０８の選択は、将来ウィン
ドウ（図示無し）をスクリーン３００上に表示させ得る。将来ウィンドウは、現在の期間
の後である将来の期間における１つ又は２つ以上の生理的パラメーターに対する情報を示
し得る。将来の期間は、例えば、プロセッサに事前にプログラムされた、デフォルトの事
前にプログラムされた期間であり得る所定の量の時間であることができ、又は特定の患者
に対してカスタマイズされることができる。将来の期間は、例えば、約５～６０秒の範囲
内、約５～１０秒の範囲内、一回の心拍、患者の数回の心拍等であり得る。将来の期間は
、例えば、ユーザが、優先メニュー又はソフトボタンを起動させる場合等、上述と同様に
調節可能である。将来の期間の調節は、例えば、異なる期間にわたるパラメーターの追跡
を必要とし得るプロトコル等、様々な臨床プロトコルを可能にし得る。
【０１２０】
　任意の１つ又は２つ以上の生理的パラメーターが、将来ウィンドウ上に示され得る。生
理的パラメーターのそれぞれに対して表示される情報は、上述の通り、様々な方法のうち
の任意のものでモニタリングデバイスによって受信されるデータに基づき得る。生理的パ
ラメーターのそれぞれに対して、将来ウィンドウは、上述のテキスト表示及びグラフ表示
と同様に、将来の期間にわたるパラメーター情報のテキスト表示及び／又は将来の期間に
わたるパラメーター情報のグラフ表示を示すように構成され得る。生理的パラメーターの
うちのどれか１つ又は２つ以上が、テキスト表示のみを有するか、グラフ表示のみを有す
るか、又はテキスト表示とグラフ表示との双方を有するかは、例えば、表示をタッチスク
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リーン上にドラッグ若しくはドロップすること、又は優先メニュー若しくはソフトボタン
を起動することによって、ユーザ調節され得る。将来データは、例えば、散布図、レーダ
ーチャート、あるパラメーターを別のパラメーターに対してプロットすること、あるパラ
メーターを別のパラメーターに対して特定の期間内でプロットすること、３Ｄプロット（
第３軸が時間である）等の任意の１つ又は２つ以上の方法で、将来ウィンドウ内に示され
得る。
【０１２１】
　将来ウィンドウ上に示されるパラメーター情報は、患者から収集された実際のパラメー
ター値の分析に基づき得る。換言すれば、将来の期間内の生理的パラメーターに関する情
報は、患者から収集された実際のパラメーターの値に基づく将来パラメーター値の予測を
含み得る。生理的パラメーターに対する将来パラメーター値は、当業者によって理解され
るであろう通り、任意の１つ又は２つ以上の外挿技術を用いてそのパラメーターに対して
患者から収集された実際の値から外挿され得る。外挿技術の例としては、直線外挿、直線
外挿、円錐外挿（conic extrapolation）、及び多項式外挿が挙げられる。Ｆｉｔｙｋ（
ＧＮＵ　Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌｉｃｅｎｓｅ下で入手可能）、Ｃｈ（Ｓｏｆ
ｔＩｎｔｅｇｒａｔｉｏｎ，Ｉｎｃ．（Ｄａｖｉｓ，Ｃａｌｉｆｏｒｎｉａ）によって市
販されている）、ＺｕｎＺｕｎ．ｃｏｍ（オンラインカーブフィッティング）、及びｓａ
ｖｅｔｍａｎ．ｃｏｍ（重み付き最小２乗フィットを用いるオンラインカーブフィッティ
ング）等の、当該技術分野において既知の様々なソフトウェアが、かかる外挿を実施する
ために使用され得る。将来データによって、相関性が求めることができ（例えば、自己相
関及び／若しくは相互相関）、並びに／又は将来データは、実行頻度分析のために操作さ
れることができる。
【０１２２】
　図３～１８は、例えば、外傷性脳損傷を罹患する患者のモニタリングにおける使用のた
めの、神経学的文脈におけるユーザインターフェースに関する。しかしながら、本明細書
に説明される方法、システム、及びデバイスは、他の医療文脈に適用可能であり、また実
質上任意の病気（単数又は複数）を罹患する患者のモニタリングにおいて使用され得る。
同様に、図３～１８は、ＩＣＰ、ＭＡＰ／ＢＰ、ＨＲ、ＥＶＤ　ＩＣＰ、ＣＰＰ、ＰｂＯ
２、及びＴｂを例示的な生理的パラメーターとして使用しているが、これは例証の目的の
みである。本明細書に説明される方法、システム、及びデバイスは、実質上、患者の任意
の生理的パラメーターに適用され得る。
【０１２３】
　本明細書に説明される方法のうちの任意のものは、プログラムを実行することによって
実施され得る。プログラムは、コンパクトディスク、ディスケット、メモリデバイス等の
コンピュータ可読媒体上に記憶され得る。
【０１２４】
　本発明には従来の低侵襲性及び開放手術器具における用途、並びにロボット支援手術に
おける用途があることを当業者は認識するであろう。
【０１２５】
　本明細書に開示されているデバイスはまた、１回の使用の後に廃棄されるように設計す
ることができ、又は、複数回使用されるように設計することができる。しかしながら、い
ずれの場合も、デバイスは少なくとも１回の使用後、再使用のために再調整されることが
できる。再調整は、デバイスの分解工程、これに続く洗浄工程、特定部品の交換工程、及
びその後の再組立工程の任意の組み合わせを含むことができる。詳細には、デバイスは分
解可能であり、デバイスの任意の数の特定の部品又は部材を、任意の組み合わせで選択的
に交換又は取り外すことができる。特定の部材の洗浄及び／又は交換に際し、デバイスを
再調整施設において、あるいは外科手術の直前に手術チームによって再組立してからその
後の使用に供することができる。当業者であれば、デバイスの再調整に、分解、洗浄／交
換、及び再組立のための様々な技術を利用できる点は認識されるであろう。このような技
術の使用、及びその結果として得られる再調整されたデバイスは、全て、本出願の範囲内
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にある。
【０１２６】
　上記に述べた実施形態に基づく本発明の更なる特徴及び利点は、当業者には認識される
ところであろう。したがって、本発明は、付属の特許請求の範囲によって示される場合を
除いて、具体的に図示及び説明した内容によって限定されるものではない。本明細書に引
用されるすべての刊行物及び文献は、それらの全容を本明細書に援用するものである。
【０１２７】
〔実施の態様〕
（１）　システムであって、
　ディスプレイスクリーンと、
　プロセッサと、
　を備え、前記プロセッサが、
　ある期間にわたって患者から測定される複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する
複数の値を受信することと、
　前記ディスプレイスクリーン上に、複数のウィンドウを表示させることであって、前記
複数のウィンドウが、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと
、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示し、前記傾向線のそれ
ぞれが、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、前記期間にわたる前記生理的
パラメーターの前記値を示唆する、傾向ウィンドウと、を含む、複数のウィンドウを表示
させることと、
　時間標識を前記傾向ウィンドウ上に表示させることであって、前記傾向線のそれぞれに
対する前記時間標識の位置が、前記期間内の選択された時間を示唆する、時間標識を前記
傾向ウィンドウ上に表示させることと、
　前記選択された時間における前記複数の生理的パラメーターのそれぞれの値を示唆する
評価ウィンドウを、前記ディスプレイスクリーン上に表示させることと、
　を行うように構成される、システム。
（２）　前記標識が、前記傾向線のそれぞれに沿って同時に移動可能である、実施態様１
に記載のシステム。
（３）　前記プロセッサが、前記傾向ウィンドウ上に通知標識を示させるように構成され
、前記通知標識が、前記患者に関連する医学的関連事象が発生した時間に対応する、前記
期間内のポイントに配置される、実施態様１に記載のシステム。
（４）　前記通知標識が、ユーザによって手動で入力されるように構成される、実施態様
３に記載のシステム。
（５）　前記通知標識が、自動的に発生する事象に応答して自動的に追加されるように構
成される、実施態様３に記載のシステム。
【０１２８】
（６）　前記プロセッサが、ユーザが、前記複数の生理的パラメーターのうちのどの１つ
又は２つ以上が前記傾向ウィンドウに並行して表示されるかを選択することを可能にする
ように構成される、実施態様１に記載のシステム。
（７）　前記プロセッサが、ユーザが前記時間標識の前記位置における前記傾向線のうち
の任意の１つを選択することに応答して、前記ディスプレイスクリーン上に、詳細傾向ウ
ィンドウを表示させるように構成され、前記詳細傾向ウィンドウが、前記選択された時間
を含む第２の期間にわたる前記選択された傾向線の一部分のより詳細なバージョンを示し
、前記第２の期間が、前記期間より短い、実施態様１に記載のシステム。
（８）　前記プロセッサが、前記評価ウィンドウを、前記傾向ウィンドウと並行して前記
ディスプレイスクリーン上に表示するように構成される、実施態様１に記載のシステム。
（９）　前記プロセッサが、前記プロセッサへのユーザ入力に応答して、前記ディスプレ
イスクリーン上に、前記傾向ウィンドウと並行して前記評価ウィンドウを表示するのみで
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あるように構成される、実施態様１に記載のシステム。
（１０）　前記プロセッサが、前記ディスプレイスクリーン上に、前記複数のウィンドウ
のそれぞれを並行して表示するように構成される、実施態様１に記載のシステム。
【０１２９】
（１１）　前記プロセッサが、一度に前記複数のウィンドウのうちの選択された１つ又は
２つ以上を表示するように構成され、前記表示される１つ又は２つ以上のウィンドウが、
前記複数のウィンドウの中からユーザ選択される、実施態様１に記載のシステム。
（１２）　前記プロセッサが、ユーザが、前記期間の長さを反復して変更することを可能
にするように構成される、実施態様１に記載のシステム。
（１３）　前記複数のウィンドウがまた、前記期間を越えて前記生理的パラメーター値の
それぞれに対して予測される将来値を表示する将来ウィンドウも含み、前記プロセッサが
、前記測定される値に基づいて、前記予測される将来値を算出するように構成される、実
施態様１に記載のシステム。
（１４）　前記複数の生理的パラメーターが、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）
、平均動脈圧（ＭＡＰ）、酸素飽和度（ｐＯ２）、心拍数、及び体温のうちの少なくとも
２つを含む、実施態様１に記載のシステム。
（１５）　患者に関連する医療情報を表示する方法であって、
　ある期間にわたって患者から測定される複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する
複数の値を受信することと、
　ディスプレイスクリーン上に複数のウィンドウを表示することであって、前記複数のウ
ィンドウが、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する現在値を示す現在値ウィンドウと
、
　　前記複数の生理的パラメーターのそれぞれに対する傾向線を示す傾向ウィンドウであ
って、前記傾向線のそれぞれが、その関連付けられる生理的パラメーターに対して、前記
期間にわたる前記生理的パラメーターの前記値を示唆する、傾向ウィンドウとを含む、複
数のウィンドウを表示することと、
　時間標識を前記傾向ウィンドウ上に表示することであって、前記傾向線のそれぞれに対
する前記時間標識の位置が、前記期間内の選択された時間を示唆する、時間標識を前記傾
向ウィンドウ上に表示することと、
　前記選択された時間における前記複数の生理的パラメーターのそれぞれの値を示唆する
評価ウィンドウを、前記ディスプレイスクリーン上に表示することと、
　を含む、方法。
【０１３０】
（１６）　前記標識が、前記傾向線のそれぞれに沿って同時に移動可能である、実施態様
１５に記載の方法。
（１７）　前記傾向ウィンドウ上に通知標識を示すことを更に含み、前記通知標識が、前
記患者に関連する医学的関連事象が発生した時間に対応する、前記期間内のポイントに配
置され、また前記通知標識が、ユーザによって手動で入力されるように、又は自動的に発
生する事象に応答して自動的に追加されるように構成される、実施態様１５に記載の方法
。
（１８）　前記複数の生理的パラメーターが、頭蓋内圧（ＩＣＰ）、脳潅流圧（ＣＰＰ）
、平均動脈圧（ＭＡＰ）、酸素飽和度（ｐＯ２）、心拍数、及び体温のうちの少なくとも
２つを含む、実施態様１５に記載の方法。
（１９）　有形コンピュータ可読媒体であって、実行されると実施態様１５に記載の方法
を実施するプログラムを前記有形コンピュータ可読媒体上に記憶させた、有形コンピュー
タ可読媒体。
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